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特集  栄養改善

「　　 日」1000 を守る
母と子の



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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栄養改善に取り組む非政府組織
のプログラムに基づき、息子に治療
食を与えるリベリアの女性。単なる
食料不足だけでなく、偏った食生活
が、多くの国で子どもの健全な成長
を阻んでいる。



設
立
さ
れ
て
い
る
。
15
年
に
発
表
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

で
も
、「
５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
発
育
不

良
を
改
善
し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

年
齢
の
女
性
や
高
齢
者
の
栄
養
不
良
を

解
決
す
る
こ
と
」
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
明

ら
か
に
命
に
支
障
を
来
す
わ
け
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
親
や
周
り
の
大
人
も
子

ど
も
の
栄
養
不
良
の
深
刻
さ
を
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
成
人
・
高
齢

者
の
栄
養
課
題
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の

日
本
も
抱
え
る
栄
養
課
題

解
決
の
鍵
は
身
近
に

飢
餓
〞
だ
。
大
人
で
も
、
食
生
活
の
偏

り
で
や
せ
た
り
、
肌
が
荒
れ
た
り
、
あ

ざ
が
で
き
や
す
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た

不
調
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
子

ど
も
に
お
け
る
見
え
ざ
る
飢
餓
は
、
知

能
の
遅
れ
や
虚
弱
体
質
な
ど
、
一
生
埋

め
合
わ
せ
の
で
き
な
い
影
響
を
与
え
る
。

さ
ら
に
は
、
胎
児
の
こ
ろ
に
母
体
の
栄

養
が
不
十
分
な
状
態
だ
と
〝
節
約
型
〞

の
遺
伝
子
が
発
現
し
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
飢
餓
に
は
対
応
し
や
す
い
が
過
食

に
よ
る
生
活
習
慣
病
を
患
い
や
す
い
体

質
に
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　
栄
養
不
良
が
小
さ
な
子
ど
も
の
死
亡

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
胎
児
の
こ
ろ

か
ら
２
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
１
０
０
０

日
の
栄
養
状
態
が
子
ど
も
の
一
生
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
と
い
う
事
実
は
、

２
０
０
８
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
誌『
ラ

ン
セ
ッ
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
一

躍
、
注
目
を
集
め
た
。
国
際
社
会
は
こ

の
衝
撃
的
な
情
報
に
す
ば
や
く
反
応
し
、

10
年
に
は
国
際
的
な
栄
養
改
善
枠
組
み

「Scaling Up Nutrition

（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
）」
が

　
栄
養
不
良
と
言
わ
れ
て
、
あ
な
た
は

ど
ん
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
骨
の
浮
き
出
し
た
手
足
に
浮
腫
で

腹
部
が
張
っ
て
い
る
姿
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
急
性
栄
養
不
良
だ
。
食
料
の
絶
対

的
な
量
が
足
り
な
い
状
態
で
、
こ
の
ま

ま
十
分
な
食
事
を
取
れ
な
け
れ
ば
や
せ

細
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
誰
が
見
て
も
、

今
す
ぐ
に
食
料
を
与
え
る
こ
と
で
解
決

見
え
ざ
る
飢
餓
が

子
ど
も
の
成
長
を
む
し
ば
む

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
分
か

る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
年
の
割
に
小
柄
で
幼
く
見

え
る
子
ど
も
の
姿
に
、
強
い
危
機
感
を

感
じ
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
れ
は
子
ど
も
の
一
生
を
む
し
ば
む
慢

性
栄
養
不
良
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
慢

性
栄
養
不
良
と
は
、
が
り
が
り
に
や
せ

細
る
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
食
事
の
量
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
量
が
足
り
て
い
た

と
し
て
も
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
し
た

り
と
い
っ
た
理
由
で
陥
る
〝
見
え
ざ
る

編集協力：神奈川県立保健福祉大学 学長 中村丁次氏
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母と子の「1000日」を守る

母と子の「　　  日」を守る
©Getty Images

特集 栄養改善

データが明かす子どもたちの現状
栄養改善はなぜ大切？

発育阻害とは…

慢性的な栄養不足の兆候を示すもので、病気などによって悪化する

対策はあるの？

発育阻害の子どもの人数の地域別推移

どんな影響があるの？

水、公衆衛生の
改善などを地域
全体でサポート

する

2対策

貧困や女子教育と
いった栄養不足の
背景にある問題に

取り組む

4対策
妊娠前、妊娠中、

産後の授乳中の女性が、
栄養バランスの取れた

食事をする

1対策

生後６カ月までの
子どもは完全母乳で
育て、６カ月を超えたら
母乳と共に適切な
離乳食を与える

3対策

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1990 1995 2000 2005 2010 2014 （年）

（億人）

■オセアニア　■中南米　■アジア　■アフリカ

マダガスカル
49.2%（2009年）

マラウイ
42.4%（2014年）

エチオピア
40.4%（2014年）

エリトリア
50.3%（2010年）ニジェール

43.0%（2012年）

ブルンジ
57.5%（2010年）

中央アフリカ共和国
40.7%（2010年）

モザンビーク
43.1%（2011年）

ザンビア
40.0%（2013年）

23.8%
全体の 全体の 全体の

7.5% 6.1%

（2014年時点）

出典：Global Nutrition Report 2016／R.E. Black et al.: Maternal and child undernutrition and overweight in low-income and middle-income countries, The lancet 2013, 382: 427-51

出典：Global Nutrition Report 2016

出典：「1,000 Days」のウェブサイト, ＜http://thousanddays.org/＞

出典：2014 Joint Child Malnutrition Estimates: Levels and Trends （September 2015 update）,
         ＜http://data.worldbank.org/child-malnutrition/＞

出典：Global Nutrition Report 2016

身体や脳の発達の遅れ 学業成績の不振

免疫システムの低下

1億5,900万人 5,000万人

45％

4,100万人

発育阻害
（年齢に不相応な低身長）

消 耗 症
（身長に不相応な低体重） （身長に不相応な体重過多）

５歳未満の子どもの死因の　　　　  が栄養不足に関連している

過 体 重

16ドル1ドル→ 栄養改善のための　　  の投資に対して、　　　の経済効果が証明されている

11％

栄養不良と経済との関係とは

5,800万人
アフリカ

4,700万人
アフリカ

アフリカで発育阻害率が特に高い国

1億5,900万人
全体

2億5,500万人
全体

10 00

問
題
以
上
に
軽
ん
じ
ら
れ
が
ち
で
、
対

策
を
取
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

　「
近
年
の
栄
養
に
関
す
る
問
題
は
、
単

に
先
進
国
の
飽
食
と
開
発
途
上
国
の
飢

餓
と
い
っ
た
対
立
構
造
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
神
奈
川
県
立
保

健
福
祉
大
学
の
中
村
丁
次
学
長
だ
。「
先

進
国
の
中
で
も
過
食
な
ど
が
原
因
の
肥

満
と
小
食
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

栄
養
不
良
に
問
題
が
二
極
化
し
、
途
上

国
で
は
富
裕
層
の
肥
満
が
増
え
る
一
方

で
貧
困
層
の
飢
餓
が
解
消
さ
れ
な
い
と

い
う
形
で
、
一
つ
の
国
の
中
で
も
問
題

が
二
分
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」。
も
ち
ろ

ん
今
の
日
本
に
も
両
方
の
課
題
が
共
存

し
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
貧
困
に

よ
る
飢
餓
を
克
服
し
た
こ
と
だ
。

　
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
食
糧

難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
物

資
を
使
っ
て
学
校
給
食
の
運
営
に
力
を

入
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
貧
富
の
差
に

影
響
を
受
け
な
い
日
本
社
会
の
栄
養
改

善
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
優
れ
た
労

働
者
を
社
会
に
送
り
込
ん
で
高
度
経
済

成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
、
中
村
学

長
は
指
摘
す
る
。

　
当
初
は
援
助
、
後
に
は
輸
入
と
い
う

形
で
入
っ
て
き
た
小
麦
粉
や
乳
製
品
を

活
用
す
る
た
め
、
日
本
は
国
家
資
格
と

し
て
栄
養
士
を
認
定
し
、
学
校
や
医
療

施
設
な
ど
へ
の
配
置
を
義
務
化
し
た
。

「
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
は
お
世
辞
に
も

栄
養
学
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
と

は
言
え
ず
、
戦
後
の
貧
困
は
そ
の
問
題

に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
食
の
現
場
で
健
康
的
な
食
生
活
を

推
進
す
る
栄
養
士
と
い
う
制
度
は
、
伝

統
的
な
和
食
に
栄
養
価
の
高
い
食
品
を

導
入
し
、
多
彩
な
食
材
を
活
用
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
が
理
解
す
る
手
助

け
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
食
材
を
渡
す

の
で
は
な
く
、
教
育
や
指
導
を
通
じ
て

食
習
慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
全
国
に

栄
養
改
善
の
恩
恵
を
行
き
わ
た
ら
せ
た

日
本
の
経
験
は
、
世
界
が
直
面
す
る
栄

養
問
題
の
解
決
に
大
い
に
役
立
つ
は
ず

で
す
」

　
食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
分
配

す
る
か
と
い
う
食
料
政
策
は
あ
っ
て
も
、

食
を
通
し
て
人
々
の
健
康
を
ど
の
よ
う

に
維
持
、
増
進
す
る
か
と
い
う
栄
養
政

策
ま
で
は
作
っ
て
い
な
い
国
が
多
い
。

長
年
、
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
長
寿
は
、

世
界
で
も
有
数
の
栄
養
政
策
が
育
ん
で

き
た
も
の
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
今
、
私

た
ち
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
和
洋
中
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
に

至
る
ま
で
多
彩
な
食
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

世
界
の
栄
養
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
が
、
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ

と
言
え
よ
う
。

世界の５歳未満の子ども６億 6,700 万人のうち…

ふ
　
し
ゅ

地図上の国以外でも、国内での格差が
問題となっている場合もある

世界全体では年々減少
しているにもかかわらず、
アフリカでは増加している

子どもの健やかな成長は、全ての親に共通する願いだ。しかし、人生　 の始まりの環境が、その願いに大きく影を落としてしまうことがある。
子どもの未来を決める最初の1000日をどうやっ　 て守り抜くか、最新の知見をもとに考える。

アフリカとアジアでは、栄養不良による人々の生産性の低下や生産年齢人口の減少などによって、毎年、
国内総生産（GDP）の　　　を損失している

疾病リスクの上昇

05　                   February 2017 February 2017                       04
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設
立
さ
れ
て
い
る
。
15
年
に
発
表
さ
れ

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

で
も
、「
５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
発
育
不

良
を
改
善
し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

年
齢
の
女
性
や
高
齢
者
の
栄
養
不
良
を

解
決
す
る
こ
と
」
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
明

ら
か
に
命
に
支
障
を
来
す
わ
け
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
親
や
周
り
の
大
人
も
子

ど
も
の
栄
養
不
良
の
深
刻
さ
を
認
識
し

て
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な
い
こ
と
が
多
い
。
成
人
・
高
齢

者
の
栄
養
課
題
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の

日
本
も
抱
え
る
栄
養
課
題

解
決
の
鍵
は
身
近
に

飢
餓
〞
だ
。
大
人
で
も
、
食
生
活
の
偏

り
で
や
せ
た
り
、
肌
が
荒
れ
た
り
、
あ

ざ
が
で
き
や
す
く
な
っ
た
り
と
い
っ
た

不
調
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
子

ど
も
に
お
け
る
見
え
ざ
る
飢
餓
は
、
知

能
の
遅
れ
や
虚
弱
体
質
な
ど
、
一
生
埋

め
合
わ
せ
の
で
き
な
い
影
響
を
与
え
る
。

さ
ら
に
は
、
胎
児
の
こ
ろ
に
母
体
の
栄

養
が
不
十
分
な
状
態
だ
と
〝
節
約
型
〞

の
遺
伝
子
が
発
現
し
、
生
ま
れ
た
子
ど

も
は
飢
餓
に
は
対
応
し
や
す
い
が
過
食

に
よ
る
生
活
習
慣
病
を
患
い
や
す
い
体

質
に
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

　
栄
養
不
良
が
小
さ
な
子
ど
も
の
死
亡

の
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
胎
児
の
こ
ろ

か
ら
２
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
１
０
０
０

日
の
栄
養
状
態
が
子
ど
も
の
一
生
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
と
い
う
事
実
は
、

２
０
０
８
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
誌『
ラ

ン
セ
ッ
ト
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
一

躍
、
注
目
を
集
め
た
。
国
際
社
会
は
こ

の
衝
撃
的
な
情
報
に
す
ば
や
く
反
応
し
、

10
年
に
は
国
際
的
な
栄
養
改
善
枠
組
み

「Scaling Up Nutrition

（
Ｓ
Ｕ
Ｎ
）」
が

　
栄
養
不
良
と
言
わ
れ
て
、
あ
な
た
は

ど
ん
な
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
骨
の
浮
き
出
し
た
手
足
に
浮
腫
で

腹
部
が
張
っ
て
い
る
姿
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
急
性
栄
養
不
良
だ
。
食
料
の
絶
対

的
な
量
が
足
り
な
い
状
態
で
、
こ
の
ま

ま
十
分
な
食
事
を
取
れ
な
け
れ
ば
や
せ

細
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
誰
が
見
て
も
、

今
す
ぐ
に
食
料
を
与
え
る
こ
と
で
解
決

見
え
ざ
る
飢
餓
が

子
ど
も
の
成
長
を
む
し
ば
む

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
分
か

る
だ
ろ
う
。

　
一
方
で
、
年
の
割
に
小
柄
で
幼
く
見

え
る
子
ど
も
の
姿
に
、
強
い
危
機
感
を

感
じ
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
れ
は
子
ど
も
の
一
生
を
む
し
ば
む
慢

性
栄
養
不
良
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
慢

性
栄
養
不
良
と
は
、
が
り
が
り
に
や
せ

細
る
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
食
事
の
量
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
量
が
足
り
て
い
た

と
し
て
も
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
し
た

り
と
い
っ
た
理
由
で
陥
る
〝
見
え
ざ
る

編集協力：神奈川県立保健福祉大学 学長 中村丁次氏

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

母と子の「　　  日」を守る
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特集 栄養改善

データが明かす子どもたちの現状
栄養改善はなぜ大切？

発育阻害とは…

慢性的な栄養不足の兆候を示すもので、病気などによって悪化する

対策はあるの？

発育阻害の子どもの人数の地域別推移

どんな影響があるの？

水、公衆衛生の
改善などを地域
全体でサポート

する

2対策

貧困や女子教育と
いった栄養不足の
背景にある問題に

取り組む

4対策
妊娠前、妊娠中、

産後の授乳中の女性が、
栄養バランスの取れた

食事をする

1対策

生後６カ月までの
子どもは完全母乳で
育て、６カ月を超えたら
母乳と共に適切な
離乳食を与える

3対策

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1990 1995 2000 2005 2010 2014 （年）

（億人）

■オセアニア　■中南米　■アジア　■アフリカ

マダガスカル
49.2%（2009年）

マラウイ
42.4%（2014年）

エチオピア
40.4%（2014年）

エリトリア
50.3%（2010年）ニジェール

43.0%（2012年）

ブルンジ
57.5%（2010年）

中央アフリカ共和国
40.7%（2010年）

モザンビーク
43.1%（2011年）

ザンビア
40.0%（2013年）

23.8%
全体の 全体の 全体の

7.5% 6.1%

（2014年時点）

出典：Global Nutrition Report 2016／R.E. Black et al.: Maternal and child undernutrition and overweight in low-income and middle-income countries, The lancet 2013, 382: 427-51

出典：Global Nutrition Report 2016

出典：「1,000 Days」のウェブサイト, ＜http://thousanddays.org/＞

出典：2014 Joint Child Malnutrition Estimates: Levels and Trends （September 2015 update）,
         ＜http://data.worldbank.org/child-malnutrition/＞

出典：Global Nutrition Report 2016

身体や脳の発達の遅れ 学業成績の不振

免疫システムの低下

1億5,900万人 5,000万人

45％

4,100万人

発育阻害
（年齢に不相応な低身長）

消 耗 症
（身長に不相応な低体重） （身長に不相応な体重過多）

５歳未満の子どもの死因の　　　　  が栄養不足に関連している

過 体 重

16ドル1ドル→ 栄養改善のための　　  の投資に対して、　　　の経済効果が証明されている

11％

栄養不良と経済との関係とは

5,800万人
アフリカ

4,700万人
アフリカ

アフリカで発育阻害率が特に高い国

1億5,900万人
全体

2億5,500万人
全体

10 00

問
題
以
上
に
軽
ん
じ
ら
れ
が
ち
で
、
対

策
を
取
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

　「
近
年
の
栄
養
に
関
す
る
問
題
は
、
単

に
先
進
国
の
飽
食
と
開
発
途
上
国
の
飢

餓
と
い
っ
た
対
立
構
造
で
は
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
神
奈
川
県
立
保

健
福
祉
大
学
の
中
村
丁
次
学
長
だ
。「
先

進
国
の
中
で
も
過
食
な
ど
が
原
因
の
肥

満
と
小
食
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る

栄
養
不
良
に
問
題
が
二
極
化
し
、
途
上

国
で
は
富
裕
層
の
肥
満
が
増
え
る
一
方

で
貧
困
層
の
飢
餓
が
解
消
さ
れ
な
い
と

い
う
形
で
、
一
つ
の
国
の
中
で
も
問
題

が
二
分
さ
れ
て
い
る
の
で
す
」。
も
ち
ろ

ん
今
の
日
本
に
も
両
方
の
課
題
が
共
存

し
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
貧
困
に

よ
る
飢
餓
を
克
服
し
た
こ
と
だ
。

　
日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
食
糧

難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
を

中
心
と
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
援
助
物

資
を
使
っ
て
学
校
給
食
の
運
営
に
力
を

入
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
貧
富
の
差
に

影
響
を
受
け
な
い
日
本
社
会
の
栄
養
改

善
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
優
れ
た
労

働
者
を
社
会
に
送
り
込
ん
で
高
度
経
済

成
長
の
原
動
力
と
な
っ
た
と
、
中
村
学

長
は
指
摘
す
る
。

　
当
初
は
援
助
、
後
に
は
輸
入
と
い
う

形
で
入
っ
て
き
た
小
麦
粉
や
乳
製
品
を

活
用
す
る
た
め
、
日
本
は
国
家
資
格
と

し
て
栄
養
士
を
認
定
し
、
学
校
や
医
療

施
設
な
ど
へ
の
配
置
を
義
務
化
し
た
。

「
伝
統
的
な
日
本
の
食
事
は
お
世
辞
に
も

栄
養
学
的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
も
の
と

は
言
え
ず
、
戦
後
の
貧
困
は
そ
の
問
題

に
拍
車
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し

た
。
食
の
現
場
で
健
康
的
な
食
生
活
を

推
進
す
る
栄
養
士
と
い
う
制
度
は
、
伝

統
的
な
和
食
に
栄
養
価
の
高
い
食
品
を

導
入
し
、
多
彩
な
食
材
を
活
用
し
て
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
取
る
こ
と
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
が
理
解
す
る
手
助

け
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
食
材
を
渡
す

の
で
は
な
く
、
教
育
や
指
導
を
通
じ
て

食
習
慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
全
国
に

栄
養
改
善
の
恩
恵
を
行
き
わ
た
ら
せ
た

日
本
の
経
験
は
、
世
界
が
直
面
す
る
栄

養
問
題
の
解
決
に
大
い
に
役
立
つ
は
ず

で
す
」

　
食
料
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
分
配

す
る
か
と
い
う
食
料
政
策
は
あ
っ
て
も
、

食
を
通
し
て
人
々
の
健
康
を
ど
の
よ
う

に
維
持
、
増
進
す
る
か
と
い
う
栄
養
政

策
ま
で
は
作
っ
て
い
な
い
国
が
多
い
。

長
年
、
世
界
一
を
誇
る
日
本
の
長
寿
は
、

世
界
で
も
有
数
の
栄
養
政
策
が
育
ん
で

き
た
も
の
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
今
、
私

た
ち
は
自
分
の
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
、
和
洋
中
か
ら
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
に

至
る
ま
で
多
彩
な
食
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、

世
界
の
栄
養
政
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

こ
と
が
、
日
本
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ

と
言
え
よ
う
。

世界の５歳未満の子ども６億 6,700 万人のうち…

ふ
　
し
ゅ

地図上の国以外でも、国内での格差が
問題となっている場合もある

世界全体では年々減少
しているにもかかわらず、
アフリカでは増加している

子どもの健やかな成長は、全ての親に共通する願いだ。しかし、人生　 の始まりの環境が、その願いに大きく影を落としてしまうことがある。
子どもの未来を決める最初の1000日をどうやっ　 て守り抜くか、最新の知見をもとに考える。

アフリカとアジアでは、栄養不良による人々の生産性の低下や生産年齢人口の減少などによって、毎年、
国内総生産（GDP）の　　　を損失している

疾病リスクの上昇
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ランブシエ郡の栄養に関わるさまざまな部署の関係者が集まって行わ
れたミーティング

開発中の母子手帳のテスト版を
母親に配り、使いやすさなどにつ
いて意見を聞く萩原さん

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
10
年
以
上
前
か
ら
母
子

栄
養
改
善
の
集
団
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
ガ
ー
ナ
を
は
じ
め
、
ベ
ナ
ン
や
ケ

ニ
ア
な
ど
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
ら
多
く

の
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
萩
原
さ
ん

ら
は
14
年
に
ま
ず
こ
の
研
修
を
見
直

し
、
分
野
間
連
携
や
官
民
連
携
に
焦
点

を
当
て
た
講
義
や
演
習
を
充
実
さ
せ

た
。
ま
た
、
ガ
ー
ナ
１
カ
国
を
対
象
に

し
た
国
別
研
修
も
同
じ
年
に
立
ち
上
げ

た
。
こ
の
国
別
研
修
の
特
徴
は
、
栄
養

士
だ
け
で
な
く
、
教
育
省
や
農
業
省
な

ど
幅
広
い
分
野
の
関
係
者
が
栄
養
改
善

に
つ
い
て
学
ぶ
点
だ
。
中
で
も
、
財
務

省
か
ら
も
参
加
者
を
招
く
こ
と
に
な
っ

た
の
は
画
期
的
だ
と
萩
原
さ
ん
は
話

す
。「
こ
れ
ま
で
の
集
団
研
修
で
参
加

者
か
ら
よ
く
聞
か
れ
て
い
た
意
見
に
、

母
国
で
は
政
府
に
予
算
を
付
け
て
も
ら

え
な
い
の
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
他
の
援
助

機
関
か
ら
の
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
支
援
が
な

け
れ
ば
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

取
り
組
み
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め
に

重
要
な
の
は
、
自
国
の
予
算
で
回
し
て

い
け
る
仕
組
み
で
す
。
今
回
、
財
務
省

を
研
修
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
財
源
と
し
て
ガ
ー
ナ
国
内
の
予
算

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
点
で
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
」

　
昨
年
６
月
に
は
３
回
目
と
な
る
国
別

研
修
が
行
わ
れ
、
11
人
の
研
修
員
が
ガ

ー
ナ
か
ら
来
日
し
た
。
研
修
を
指
導
す

る
萩
原
さ
ん
は
、「
こ
の
研
修
の
目
玉

の
一
つ
は
、
日
本
の
食
育
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
食
育

は
、
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水

産
省
、
文
部
科
学
省
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

省
庁
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
国
と
地
方
自

治
体
、
民
間
と
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
上
で
非
常
に
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
研
修
員
は
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
「
食
育
推
進
全
国
大

会
」
に
参
加
す
る
。
日
本
全
国
の
食
品

関
連
の
企
業
や
団
体
、
大
学
、
自
治
体

な
ど
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
育
の
取
り
組
み
や
、
栄
養
を
考
え

た
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
こ
の

大
会
は
、
毎
年
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
う
。
参
加
し
た
研
修
員
は
、
一
般
市

民
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
人
が
食
育

に
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
研
修
の
中
で
、
学
校
給
食
の

現
場
を
見
学
す
る
機
会
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
給
食
は
、
農
家
や
漁
業

関
係
者
が
実
際
に
学
校
に
来
て
、
食
材

に
使
わ
れ
て
い
る
野
菜
や
魚
に
関
す
る

話
を
し
た
り
、
栄
養
教
諭
や
担
任
が
栄

養
素
や
食
文
化
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
教

え
た
り
す
る
な
ど
、
食
を
通
じ
た
体
験

型
学
習
の
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
一
方
の
ガ
ー
ナ
で
は
、給
食
は「
食

物
を
与
え
る
」
と
い
う
意
味
の
〝
フ
ィ

ー
デ
ィ
ン
グ
〞
と
い
う
言
葉
を
使
い
、

〝
ス
ク
ー
ル
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
〞
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
空
腹
を
満
た

す
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の

だ
。「
研
修
員
か
ら
は
ス
ク
ー
ル
フ
ィ

ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
栄
養
教
育
を

導
入
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
日
本
の
食
育
を
ガ
ー
ナ
の
新
聞
で

紹
介
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
目

指
し
た
り
す
る
研
修
員
も
い
て
、
今
後

の
展
開
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
」
と
萩

原
さ
ん
は
話
す
。

　
ガ
ー
ナ
北
部
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

州
。
国
内
で
も
と
り
わ
け
貧
困
率
が
高

い
こ
の
地
域
で
は
、
昨
年
３
月
か
ら
、

マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
の

効
果
を
実
証
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
15
年
に
行
わ
れ
た

国
別
研
修
だ
っ
た
。「
研
修
に
ア
ッ
パ

ー
ウ
エ
ス
ト
州
の
保
健
局
長
や
行
政
担

当
者
が
参
加
し
、そ
の
経
験
を
も
と
に
、

州
レ
ベ
ル
で
の
栄
養
改
善
の
活
動
計
画

を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
の
渡
辺
鋼
市
郎
さ
ん
は
説
明

す
る
。
ま
ず
は
州
レ
ベ
ル
で
の
分
野
間

連
携
を
図
り
、
そ
の
経
験
を
教
訓
に
し

て
、
よ
り
垣
根
の
高
い
中
央
政
府
に
お

け
る
関
係
省
庁
や
関
連
機
関
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
強
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
狙
い
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
州
の
ラ
ン

ブ
シ
エ
郡
を
対
象
地
と
し
て
、
大
き
く

分
け
て
２
つ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
１
つ
目
が
、
出
生
後
の
子
ど
も

の
身
長
や
体
重
を
定
期
的
に
測
る
成
長

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
。
ガ
ー
ナ
で
は
、
栄

養
不
良
に
よ
る
低
身
長
の
子
ど
も
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
検
診
の
際

に
身
長
の
測
定
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
同
郡
の
全
て
の
保
健
所

に
身
長
計
を
提
供
し
、
職
員
に
対
し
て

測
定
方
法
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　
も
う
１
つ
の
取
り
組
み
が
、
栄
養
教

育
活
動
だ
。「
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を

行
う
た
め
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
紙

芝
居
式
の
栄
養
教
材
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
保
健
所
の
職
員
や
農
業

普
及
員
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら

選
ば
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
２

０
０
人
以
上
に
対
し
て
、
教
材
の
活
用

法
な
ど
を
伝
え
る
研
修
を
行
い
ま
し

た
」
と
渡
辺
さ
ん
。
定
期
検
診
や
、
保

健
所
の
職
員
が
家
庭
訪
問
を
す
る
際
な

ど
に
教
材
を
活
用
し
、
母
親
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い

る
。「
母
子
保
健
と
栄
養
対
策
は
、
食

生
活
や
育
児
な
ど
人
々
の
慣
習
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
母

親
へ
の
栄
養
教
育
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
理
解
も
必
要
な

の
で
す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

　
同
州
保
健
局
・
栄
養
部
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
ク
ラ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ン
ミ

ン
ク
マ
さ
ん
は
、「
栄
養
改
善
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
子
ど
も
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
意
思
決
定
を
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
学
校
の
先
生
や
親
な
ど
に

働
き
掛
け
て
い
ま
す
。
学
校
で
し
っ
か

り
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
な
ど

を
考
え
る
親
が
、
次
第
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
実
感

し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
萩
原
さ
ん
は
、

「
体
重
と
身
長
を
測
定
し
、
栄
養
不
良

の
子
ど
も
を
早
期
に
見
つ
け
出
そ
う
と

い
う
試
み
は
、既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
栄
養
不
良
と
分
か
っ
て
も
、
そ

の
後
の
母
親
に
対
す
る
栄
養
教
育
は
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
、
新
し
く
開
発
が
進
ん
で

い
る
「
母
子
手
帳
」
だ
。
現
在
使
わ
れ

て
い
る
妊
産
婦
へ
の
「
妊
婦
手
帳
」
と
、

出
産
後
の
「
子
ど
も
手
帳
」
を
一
本
化

す
る
こ
の
母
子
手
帳
に
は
、
子
ど
も
手

帳
が
渡
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
新
生
児

が
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
を
減
ら
す
目
的
に

加
え
、
も
う
１
つ
重
要
な
目
的
が
あ
る

と
萩
原
さ
ん
は
話
す
。「
新
し
い
母
子

手
帳
に
は
、
殻
類
、
豆
類
、
肉
類
、
野
菜

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る
〝
フ
ォ
ー
ス
タ
ー

ダ
イ
エ
ッ
ト
〞
や
、
手
洗
い
の
や
り
方

な
ど
、
栄
養
や
衛
生
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
持
つ
全
て

の
家
庭
に
、
栄
養
の
大
切
さ
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
来
年
１
月
か
ら
の
配
布
を
目
指
す
こ

の
母
子
手
帳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携

を
模
索
し
て
い
る
の
が
、
味
の
素
株
式

会
社
だ
。「
私
た
ち
が
ガ
ー
ナ
大
学
な

ど
と
共
同
開
発
し
た
栄
養
サ
プ
リ
メ
ン

ト
〝KO

KO
 Plus

〞
の
情
報
を
母
子

手
帳
に
載
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
活
用
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
」。
こ
う
話
す
の
は
、
同
社
研

究
開
発
企
画
部
の
取
出
恭
彦
さ
ん
だ
。

同
社
は
09
年
、
栄
養
問
題
の
解
決
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
現
す
る
こ
と

鍵
は〝
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
〞

新
た
な
研
修
が
始
ま
る

日
本
で
浸
透
し
て
い
る
食
育

そ
こ
に
は
多
く
の
知
恵
が

い
よ
い
よ
実
践
的
な
活
動
へ

ま
ず
は
州
レ
ベ
ル
か
ら

日
本
の
知
見
を
結
集

取
り
組
み
の
拡
大
を
目
指
す

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

を
目
指
し
て
、
離
乳
食
に
加
え
る
だ
け

で
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
補
え
る

KO
KO
 Plus

の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

現
地
の
約
９
０
０
人
の
子
ど
も
を
対
象

に
実
施
し
た
栄
養
効
果
試
験
で
は
、
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
っ
た
微
量
栄

養
素
だ
け
の
摂
取
に
比
べ
て
、
タ
ン
パ

ク
質
や
ア
ミ
ノ
酸
も
組
み
合
わ
せ
た

KO
KO
 Plus

を
摂
取
す
る
方
が
、
低
身

長
や
貧
血
の
予
防
に
よ
り
有
効
だ
と
証

明
さ
れ
た
。

　
現
在
は
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
た
め
、
国
際
N
G
O
や
現
地
の
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
、
母
親
を
対
象
に
し

た
販
売
試
験
を
行
っ
て
い
る
。「
多
く

の
方
が
商
品
を
１
度
は
購
入
し
て
く
れ

ま
す
が
、
栄
養
の
効
果
を
実
感
す
る
の

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
短
期
間
で

使
う
の
を
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
、
継
続
的
な
栄
養

教
育
な
の
で
す
」
と
取
出
さ
ん
。
今
後

は
現
地
の
企
業
を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
生
産
・
販
売
体
制
の
確
立
を
目
指

す
と
と
も
に
、
母
親
へ
の
教
育
や
啓
発

活
動
に
も
一
層
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。

　
今
年
、
新
た
に
北
部
3
州
で
始
ま
る

地
域
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ア
ッ

パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
、
さ
ら
に
広
域
に
普
及
さ
せ
る
計

画
だ
。
保
健
、
農
業
、
教
育
―
―
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
知
見
を
結
集
し
、
官
民

連
携
に
よ
っ
て
前
進
す
る
取
り
組
み

が
、
栄
養
問
題
を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
の

国
々
に
と
っ
て
一
つ
の
道
し
る
べ
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

　　
３
人
に
１
人
。
昨
年
の
「
世
界
栄
養

報
告（Global Nutrition Report

）」
は
、

世
界
全
体
で
栄
養
不
良
の
影
響
を
直
接

的
に
受
け
て
い
る
人
数
を
、
冒
頭
の
要

約
で
こ
う
明
記
し
た
。
と
り
わ
け
、
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
地
域
で
は
、
慢
性
的
な
栄
養
不
足

に
苦
し
む
人
は
２
億
人
以
上
に
の
ぼ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
世
界
栄
養
報
告
に
は
こ
う
も
書
か
れ

て
い
る
。
今
日
の
国
際
社
会
が
直
面
し

て
い
る
問
題
で
、
こ
れ
ほ
ど
規
模
の
大

き
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
―
―
。
実

際
、
栄
養
改
善
は
国
際
的
な
課
題
と
し

て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
０

年
に
は
、
政
府
、
市
民
社
会
、
国
連
な

ど
が
参
画
し
、
開
発
途
上
国
の
栄
養
改

善
に
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
で
取
り
組
む

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Scaling U

p 
N
utrition

（
S
U
N
）」が
立
ち
上
が
り
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
も
、
政
府
を
中
心

に
S
U
N
に
加
盟
す
る
た
め
の
基
盤
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
ガ

ー
ナ
で
は
、
政
府
が
栄
養
改
善
の
「
マ

ル
チ
セ
ク
タ
ー
調
整
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
設
立
し
、
11
年
に
S
U
N
へ
の

加
盟
を
果
た
し
た
。

　「
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の

捉
え
方
と
し
て
は
、
保
健
、

教
育
、
農
業
と
い
っ
た
分

野
を
超
え
た
連
携
と
、
官

民
連
携
の
２
つ
が
あ
り
ま

す
。
ガ
ー
ナ
政
府
に
マ
ル

チ
セ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
組
織
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
進

展
で
す
が
、
S
U
N
に
加

盟
し
て
か
ら
の
３
年
間
、

新
し
い
栄
養
改
善
活
動
は

停
滞
し
て
い
ま
し
た
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員

の
萩
原
明
子
さ
ん
は
、
こ

う
指
摘
す
る
。
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
―
―
萩
原
さ

ん
ら
日
本
の
栄
養
チ
ー
ム

は
検
討
を
始
め
た
。

栄養効果試験の様子。KOKO Plusの効果を
検証するため採血を行って調査した

味の素株式会社がガーナ大学など
と共同で開発した栄養サプリメント
「KOKO Plus」

昨年、139団体・2万6千人が参加して福島県で開催された食育推進全国大会。ガーナの
研修員たちは、栄養バランスの良い献立を学ぶためのゲームに挑戦した

アッパーウエスト州ランブシエ郡で、母親たちを集めて
栄養教育を行うコミュニティーボランティア。手にして
いるのは、プロジェクトで作成した紙芝居式の教材だ

アクラ

アフリカの
“栄養改善モデル”を目指す

栄養不足による子どもの発育への影響が深刻なガーナ。
日本は、研修や民間企業の事業などを通じて、ガーナの栄養改善に取り組んできた。
今、大きな課題となっているのが、さまざまな分野における行政機関の間での連携、
それに政府や民間企業を横断した取り組みを推進するための
コーディネーション能力の向上だ。

Ghana
from ガーナ

アッパー
ウエスト州

ランブシエ郡のプロジェクトでは、栄養改善のためのメッセージや、実際に
活動に取り組む母親の声などを記録した動画を上映する「ナイトビデオ
ショー」が人気だ

子どもの成長モニタリングでは、体重だけでなく身長も測定されるように
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ランブシエ郡の栄養に関わるさまざまな部署の関係者が集まって行わ
れたミーティング

開発中の母子手帳のテスト版を
母親に配り、使いやすさなどにつ
いて意見を聞く萩原さん

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
10
年
以
上
前
か
ら
母
子

栄
養
改
善
の
集
団
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
ガ
ー
ナ
を
は
じ
め
、
ベ
ナ
ン
や
ケ

ニ
ア
な
ど
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
ら
多
く

の
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
萩
原
さ
ん

ら
は
14
年
に
ま
ず
こ
の
研
修
を
見
直

し
、
分
野
間
連
携
や
官
民
連
携
に
焦
点

を
当
て
た
講
義
や
演
習
を
充
実
さ
せ

た
。
ま
た
、
ガ
ー
ナ
１
カ
国
を
対
象
に

し
た
国
別
研
修
も
同
じ
年
に
立
ち
上
げ

た
。
こ
の
国
別
研
修
の
特
徴
は
、
栄
養

士
だ
け
で
な
く
、
教
育
省
や
農
業
省
な

ど
幅
広
い
分
野
の
関
係
者
が
栄
養
改
善

に
つ
い
て
学
ぶ
点
だ
。
中
で
も
、
財
務

省
か
ら
も
参
加
者
を
招
く
こ
と
に
な
っ

た
の
は
画
期
的
だ
と
萩
原
さ
ん
は
話

す
。「
こ
れ
ま
で
の
集
団
研
修
で
参
加

者
か
ら
よ
く
聞
か
れ
て
い
た
意
見
に
、

母
国
で
は
政
府
に
予
算
を
付
け
て
も
ら

え
な
い
の
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
他
の
援
助

機
関
か
ら
の
支
援
が
必
要
だ
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
支
援
が
な

け
れ
ば
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

取
り
組
み
の
持
続
性
を
高
め
る
た
め
に

重
要
な
の
は
、
自
国
の
予
算
で
回
し
て

い
け
る
仕
組
み
で
す
。
今
回
、
財
務
省

を
研
修
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
財
源
と
し
て
ガ
ー
ナ
国
内
の
予
算

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
と
い
う
点
で
大

き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
」

　
昨
年
６
月
に
は
３
回
目
と
な
る
国
別

研
修
が
行
わ
れ
、
11
人
の
研
修
員
が
ガ

ー
ナ
か
ら
来
日
し
た
。
研
修
を
指
導
す

る
萩
原
さ
ん
は
、「
こ
の
研
修
の
目
玉

の
一
つ
は
、
日
本
の
食
育
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
食
育

は
、
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水

産
省
、
文
部
科
学
省
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

省
庁
が
関
わ
り
、
さ
ら
に
国
と
地
方
自

治
体
、
民
間
と
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
上
で
非
常
に
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
研
修
員
は
年
に

１
度
開
催
さ
れ
る
「
食
育
推
進
全
国
大

会
」
に
参
加
す
る
。
日
本
全
国
の
食
品

関
連
の
企
業
や
団
体
、
大
学
、
自
治
体

な
ど
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
育
の
取
り
組
み
や
、
栄
養
を
考
え

た
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
こ
の

大
会
は
、
毎
年
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
う
。
参
加
し
た
研
修
員
は
、
一
般
市

民
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
人
が
食
育

に
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
研
修
の
中
で
、
学
校
給
食
の

現
場
を
見
学
す
る
機
会
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
給
食
は
、
農
家
や
漁
業

関
係
者
が
実
際
に
学
校
に
来
て
、
食
材

に
使
わ
れ
て
い
る
野
菜
や
魚
に
関
す
る

話
を
し
た
り
、
栄
養
教
諭
や
担
任
が
栄

養
素
や
食
文
化
、
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
教

え
た
り
す
る
な
ど
、
食
を
通
じ
た
体
験

型
学
習
の
場
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
一
方
の
ガ
ー
ナ
で
は
、給
食
は「
食

物
を
与
え
る
」
と
い
う
意
味
の
〝
フ
ィ

ー
デ
ィ
ン
グ
〞
と
い
う
言
葉
を
使
い
、

〝
ス
ク
ー
ル
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
〞
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
空
腹
を
満
た

す
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の

だ
。「
研
修
員
か
ら
は
ス
ク
ー
ル
フ
ィ

ー
デ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
栄
養
教
育
を

導
入
し
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
日
本
の
食
育
を
ガ
ー
ナ
の
新
聞
で

紹
介
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
目

指
し
た
り
す
る
研
修
員
も
い
て
、
今
後

の
展
開
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
」
と
萩

原
さ
ん
は
話
す
。

　
ガ
ー
ナ
北
部
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト

州
。
国
内
で
も
と
り
わ
け
貧
困
率
が
高

い
こ
の
地
域
で
は
、
昨
年
３
月
か
ら
、

マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
取
り
組
み
の

効
果
を
実
証
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
15
年
に
行
わ
れ
た

国
別
研
修
だ
っ
た
。「
研
修
に
ア
ッ
パ

ー
ウ
エ
ス
ト
州
の
保
健
局
長
や
行
政
担

当
者
が
参
加
し
、そ
の
経
験
を
も
と
に
、

州
レ
ベ
ル
で
の
栄
養
改
善
の
活
動
計
画

を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
の
渡
辺
鋼
市
郎
さ
ん
は
説
明

す
る
。
ま
ず
は
州
レ
ベ
ル
で
の
分
野
間

連
携
を
図
り
、
そ
の
経
験
を
教
訓
に
し

て
、
よ
り
垣
根
の
高
い
中
央
政
府
に
お

け
る
関
係
省
庁
や
関
連
機
関
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
強
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
狙
い
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
同
州
の
ラ
ン

ブ
シ
エ
郡
を
対
象
地
と
し
て
、
大
き
く

分
け
て
２
つ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
。
１
つ
目
が
、
出
生
後
の
子
ど
も

の
身
長
や
体
重
を
定
期
的
に
測
る
成
長

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
。
ガ
ー
ナ
で
は
、
栄

養
不
良
に
よ
る
低
身
長
の
子
ど
も
が
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
検
診
の
際

に
身
長
の
測
定
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
同
郡
の
全
て
の
保
健
所

に
身
長
計
を
提
供
し
、
職
員
に
対
し
て

測
定
方
法
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　
も
う
１
つ
の
取
り
組
み
が
、
栄
養
教

育
活
動
だ
。「
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を

行
う
た
め
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
紙

芝
居
式
の
栄
養
教
材
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
保
健
所
の
職
員
や
農
業

普
及
員
の
他
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら

選
ば
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
２

０
０
人
以
上
に
対
し
て
、
教
材
の
活
用

法
な
ど
を
伝
え
る
研
修
を
行
い
ま
し

た
」
と
渡
辺
さ
ん
。
定
期
検
診
や
、
保

健
所
の
職
員
が
家
庭
訪
問
を
す
る
際
な

ど
に
教
材
を
活
用
し
、
母
親
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い

る
。「
母
子
保
健
と
栄
養
対
策
は
、
食

生
活
や
育
児
な
ど
人
々
の
慣
習
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
母

親
へ
の
栄
養
教
育
だ
け
で
な
く
、
家
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
理
解
も
必
要
な

の
で
す
」
と
渡
辺
さ
ん
は
話
す
。

　
同
州
保
健
局
・
栄
養
部
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
ク
ラ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ン
ミ

ン
ク
マ
さ
ん
は
、「
栄
養
改
善
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
子
ど
も
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
意
思
決
定
を
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
学
校
の
先
生
や
親
な
ど
に

働
き
掛
け
て
い
ま
す
。
学
校
で
し
っ
か

り
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
な
ど

を
考
え
る
親
が
、
次
第
に
増
え
て
き
て

い
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
実
感

し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
萩
原
さ
ん
は
、

「
体
重
と
身
長
を
測
定
し
、
栄
養
不
良

の
子
ど
も
を
早
期
に
見
つ
け
出
そ
う
と

い
う
試
み
は
、既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
栄
養
不
良
と
分
か
っ
て
も
、
そ

の
後
の
母
親
に
対
す
る
栄
養
教
育
は
ま

だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
」
と
話
す
。

こ
の
課
題
の
解
決
策
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
、
新
し
く
開
発
が
進
ん
で

い
る
「
母
子
手
帳
」
だ
。
現
在
使
わ
れ

て
い
る
妊
産
婦
へ
の
「
妊
婦
手
帳
」
と
、

出
産
後
の
「
子
ど
も
手
帳
」
を
一
本
化

す
る
こ
の
母
子
手
帳
に
は
、
子
ど
も
手

帳
が
渡
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
新
生
児

が
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
を
減
ら
す
目
的
に

加
え
、
も
う
１
つ
重
要
な
目
的
が
あ
る

と
萩
原
さ
ん
は
話
す
。「
新
し
い
母
子

手
帳
に
は
、
殻
類
、
豆
類
、
肉
類
、
野
菜

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
る
〝
フ
ォ
ー
ス
タ
ー

ダ
イ
エ
ッ
ト
〞
や
、
手
洗
い
の
や
り
方

な
ど
、
栄
養
や
衛
生
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
盛
り
込
む
予
定
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
を
持
つ
全
て

の
家
庭
に
、
栄
養
の
大
切
さ
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
来
年
１
月
か
ら
の
配
布
を
目
指
す
こ

の
母
子
手
帳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携

を
模
索
し
て
い
る
の
が
、
味
の
素
株
式

会
社
だ
。「
私
た
ち
が
ガ
ー
ナ
大
学
な

ど
と
共
同
開
発
し
た
栄
養
サ
プ
リ
メ
ン

ト
〝KO

KO
 Plus

〞
の
情
報
を
母
子

手
帳
に
載
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的

な
活
用
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
」。
こ
う
話
す
の
は
、
同
社
研

究
開
発
企
画
部
の
取
出
恭
彦
さ
ん
だ
。

同
社
は
09
年
、
栄
養
問
題
の
解
決
を
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
現
す
る
こ
と

鍵
は〝
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
〞

新
た
な
研
修
が
始
ま
る

日
本
で
浸
透
し
て
い
る
食
育

そ
こ
に
は
多
く
の
知
恵
が

い
よ
い
よ
実
践
的
な
活
動
へ

ま
ず
は
州
レ
ベ
ル
か
ら

日
本
の
知
見
を
結
集

取
り
組
み
の
拡
大
を
目
指
す

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

を
目
指
し
て
、
離
乳
食
に
加
え
る
だ
け

で
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を
補
え
る

KO
KO
 Plus

の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

現
地
の
約
９
０
０
人
の
子
ど
も
を
対
象

に
実
施
し
た
栄
養
効
果
試
験
で
は
、
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
っ
た
微
量
栄

養
素
だ
け
の
摂
取
に
比
べ
て
、
タ
ン
パ

ク
質
や
ア
ミ
ノ
酸
も
組
み
合
わ
せ
た

KO
KO
 Plus

を
摂
取
す
る
方
が
、
低
身

長
や
貧
血
の
予
防
に
よ
り
有
効
だ
と
証

明
さ
れ
た
。

　
現
在
は
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

る
た
め
、
国
際
N
G
O
や
現
地
の
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
、
母
親
を
対
象
に
し

た
販
売
試
験
を
行
っ
て
い
る
。「
多
く

の
方
が
商
品
を
１
度
は
購
入
し
て
く
れ

ま
す
が
、
栄
養
の
効
果
を
実
感
す
る
の

に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
短
期
間
で

使
う
の
を
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ

で
重
要
に
な
る
の
が
、
継
続
的
な
栄
養

教
育
な
の
で
す
」
と
取
出
さ
ん
。
今
後

は
現
地
の
企
業
を
中
心
と
し
た
持
続
可

能
な
生
産
・
販
売
体
制
の
確
立
を
目
指

す
と
と
も
に
、
母
親
へ
の
教
育
や
啓
発

活
動
に
も
一
層
力
を
入
れ
る
方
針
だ
。

　
今
年
、
新
た
に
北
部
3
州
で
始
ま
る

地
域
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ア
ッ

パ
ー
ウ
エ
ス
ト
州
で
の
取
り
組
み
の
成

果
を
、
さ
ら
に
広
域
に
普
及
さ
せ
る
計

画
だ
。
保
健
、
農
業
、
教
育
―
―
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
知
見
を
結
集
し
、
官
民

連
携
に
よ
っ
て
前
進
す
る
取
り
組
み

が
、
栄
養
問
題
を
抱
え
る
ア
フ
リ
カ
の

国
々
に
と
っ
て
一
つ
の
道
し
る
べ
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

　　
３
人
に
１
人
。
昨
年
の
「
世
界
栄
養

報
告（Global Nutrition Report

）」
は
、

世
界
全
体
で
栄
養
不
良
の
影
響
を
直
接

的
に
受
け
て
い
る
人
数
を
、
冒
頭
の
要

約
で
こ
う
明
記
し
た
。
と
り
わ
け
、
サ

ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
地
域
で
は
、
慢
性
的
な
栄
養
不
足

に
苦
し
む
人
は
２
億
人
以
上
に
の
ぼ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
世
界
栄
養
報
告
に
は
こ
う
も
書
か
れ

て
い
る
。
今
日
の
国
際
社
会
が
直
面
し

て
い
る
問
題
で
、
こ
れ
ほ
ど
規
模
の
大

き
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
―
―
。
実

際
、
栄
養
改
善
は
国
際
的
な
課
題
と
し

て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
０

年
に
は
、
政
府
、
市
民
社
会
、
国
連
な

ど
が
参
画
し
、
開
発
途
上
国
の
栄
養
改

善
に
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
で
取
り
組
む

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「Scaling U

p 
N
utrition

（
S
U
N
）」が
立
ち
上
が
り
、

ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
も
、
政
府
を
中
心

に
S
U
N
に
加
盟
す
る
た
め
の
基
盤
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
ガ

ー
ナ
で
は
、
政
府
が
栄
養
改
善
の
「
マ

ル
チ
セ
ク
タ
ー
調
整
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
設
立
し
、
11
年
に
S
U
N
へ
の

加
盟
を
果
た
し
た
。

　「
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の

捉
え
方
と
し
て
は
、
保
健
、

教
育
、
農
業
と
い
っ
た
分

野
を
超
え
た
連
携
と
、
官

民
連
携
の
２
つ
が
あ
り
ま

す
。
ガ
ー
ナ
政
府
に
マ
ル

チ
セ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
組
織
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
進

展
で
す
が
、
S
U
N
に
加

盟
し
て
か
ら
の
３
年
間
、

新
し
い
栄
養
改
善
活
動
は

停
滞
し
て
い
ま
し
た
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員

の
萩
原
明
子
さ
ん
は
、
こ

う
指
摘
す
る
。
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
―
―
萩
原
さ

ん
ら
日
本
の
栄
養
チ
ー
ム

は
検
討
を
始
め
た
。

栄養効果試験の様子。KOKO Plusの効果を
検証するため採血を行って調査した

味の素株式会社がガーナ大学など
と共同で開発した栄養サプリメント
「KOKO Plus」

昨年、139団体・2万6千人が参加して福島県で開催された食育推進全国大会。ガーナの
研修員たちは、栄養バランスの良い献立を学ぶためのゲームに挑戦した

アッパーウエスト州ランブシエ郡で、母親たちを集めて
栄養教育を行うコミュニティーボランティア。手にして
いるのは、プロジェクトで作成した紙芝居式の教材だ

アクラ

アフリカの
“栄養改善モデル”を目指す

栄養不足による子どもの発育への影響が深刻なガーナ。
日本は、研修や民間企業の事業などを通じて、ガーナの栄養改善に取り組んできた。
今、大きな課題となっているのが、さまざまな分野における行政機関の間での連携、
それに政府や民間企業を横断した取り組みを推進するための
コーディネーション能力の向上だ。

Ghana
from ガーナ

アッパー
ウエスト州

ランブシエ郡のプロジェクトでは、栄養改善のためのメッセージや、実際に
活動に取り組む母親の声などを記録した動画を上映する「ナイトビデオ
ショー」が人気だ

子どもの成長モニタリングでは、体重だけでなく身長も測定されるように
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紀
元
前
１
５
０
０
年
か
ら
16
世
紀
ご

ろ
ま
で
、
中
米
地
域
一
帯
に
複
数
の
都

市
国
家
を
展
開
し
て
栄
え
た
マ
ヤ
文

明
。
マ
ヤ
の
人
々
は
古
代
よ
り
森
を
切

り
開
き
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
て

き
た
。
国
民
の
半
数
近
く
を
マ
ヤ
系
先

住
民
が
占
め
る
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
、
現

在
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
主
食
だ
。
す
り

潰
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
練
っ
て

平
た
く
焼
き
上
げ
た
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
を
、

フ
リ
ホ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
煮
豆
と
い

た
だ
く
の
が
、
最
も
一
般
的
な
食
事
。

乳
児
に
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
を
主
原

料
と
し
た
ア
ト
ル
と
い
う
飲
み
物
を
与

え
る
の
だ
と
い
う
。
そ
ん
な
同
国
の
食

生
活
は
、
あ
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　「
山
岳
地
で
伝
統
的
な
暮
ら
し
を
守

っ
て
生
活
す
る
先
住
民
族
が
多
い
こ
の

国
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
栄
養
不
良

マ
ヤ
文
明
か
ら
続
く

伝
統
的
な
食
文
化

の
割
合
が
高
い
の
で
す
。
偏
っ
た
食
習

慣
や
貧
困
に
加
え
、
言
語
や
地
理
的
理

由
か
ら
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ

ス
し
づ
ら
い
こ
と
な
ど
、
原
因
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の

は
、
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
の

ア
イ
・
シ
ー
・
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
菱

田
裕
子
さ
ん
だ
。
J
I
C
A
は
昨
年
６

月
か
ら
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
中
で
も
マ
ヤ

系
先
住
民
が
人
口
の
９
割
を
占
め
る
キ

チ
ェ
県
で
、
母
子
保
健
や
栄
養
状
況
の

改
善
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
お
り
、
菱
田
さ
ん
は
そ
の
総
括
を

務
め
て
い
る
。

　
グ
ア
テ
マ
ラ
は
、
５
歳
未
満
の
子
ど

も
の
慢
性
栄
養
不
良
の
割
合
が
世
界
的

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

に
見
て
も
極
め
て
高
い
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
る
上
で
特
に
重
要
な
の
は
、
将

来
の
身
体
・
知
能
の
発
育
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
２
歳
ま
で
の
適
切
な
栄
養

摂
取
だ
。
同
国
政
府
は
現
在
、「
１
０

０
０
日
の
窓
」
と
呼
ば
れ
る
政
策
の
中

で
、
妊
婦
と
２
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対

象
に
、
母
乳
育
児
の
促
進
や
生
後
６
カ

月
か
ら
の
離
乳
食
の
改
善
を
含
む
10
の

活
動
を
進
め
て
い
る
。
キ
チ
ェ
県
で
実

施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
取
り
組

み
を
後
押
し
す
る
も
の
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
キ
チ
ェ
県
内

の
住
民
の
栄
養
状
況
の
調
査
か
ら
着
手

し
た
。
妊
婦
を
対
象
に
、
連
続
し
な
い

２
日
間
に
食
べ
た
全
て
の
物
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
の
ほ
と

ん
ど
は
炭
水
化
物
か
ら
で
、
脂

質
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
量
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
２
歳
未
満
の
子
ど

も
を
持
つ
母
親
に
は
、
食
生
活

に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
身
長
と
体
重
の

デ
ー
タ
も
収
集
。
そ
の
結
果
、

２
歳
未
満
の
子
ど
も
の
約
半
数

に
、〝
年
齢
の
割
に
身
長
が
低

い
〞
と
い
う
慢
性
栄
養
不
良
の

傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
調
査
で
は
、
妊
産
婦
の
識
字

率
は
約
50
%
に
と
ど
ま
り
、
９

割
の
世
帯
が
低
収
入
で
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。
こ
の
結
果
か

ら
、
文
字
が
読
め
な
い
た
め
に
妊
婦
が

妊
娠
期
間
に
必
要
な
栄
養
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
か
っ
た

り
、
経
済
的
な
理
由
で
た
ん
ぱ
く
質
に

富
む
食
品
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
り

す
る
可
能
性
が
推
察
さ
れ
た
。「
妊
娠

中
も
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
と
フ
リ
ホ
ー
レ
ス

を
１
日
３
食
と
い
う
よ
う
な
偏
っ
た
食

事
を
続
け
て
い
る
例
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
２
歳
未
満
の
子
ど
も
の

母
親
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
か
ら

は
、
離
乳
食
の
形
状
や
量
が
発
育
段
階

に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
」
と
菱
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

　
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
グ
ア
テ

マ
ラ
の
保
健
省
や
キ
チ
ェ
・
イ
シ
ル
保

健
管
区
事
務
所
な
ど
と
共
有
し
、
こ
れ

ま
で
定
期
的
に
収
集
し
て
き
た
デ
ー
タ

と
合
わ
せ
て
今
後
の
活
動
計
画
の
策
定

に
利
用
し
た
。「
数
値
の
背
景
を
理
解
す

る
た
め
、
現
地
の
職
員
た
ち
に
〝
な
ぜ
〞

と
問
い
続
け
ま
し
た
。
職
員
た
ち
は
、

課
題
改
善
の
た
め
に
は
単
純
な
数
の
増

減
だ
け
で
な
く
、
割
合
や
傾
向
の
把
握

が
重
要
な
こ
と
、
ま
た
、
数
値
の
分
析

結
果
や
今
後
の
予
測
に
基
づ
い
た
目
標

設
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か

っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
」
と
菱
田
さ
ん
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
今
後
、
妊
婦
に

必
要
な
栄
養
素
や
食
事
の
量
な
ど
の
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、
妊
産
婦
用
の
フ

ー
ド
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
予
定
だ
。
栄

地
域
の
特
性
を
理
解
し

効
果
的
支
援
を

養
改
善
の
専
門
家
と
し
て
活
動
す
る
国

立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
野
末
み
ほ
さ
ん
は
、「
６
カ
月
ま

で
は
完
全
母
乳
で
育
て
、
２
歳
ま
で
母

乳
育
児
を
継
続
す
る
こ
と
や
、
離
乳
食

の
量
や
形
状
を
発
育
段
階
に
合
わ
せ
る

こ
と
な
ど
を
、
乳
児
の
１
カ
月
健
診
時

に
、
保
健
医
療
従
事
者
が
イ
ラ
ス
ト
の

み
で
母
親
に
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き

る
媒
体
を
作
る
こ
と
も
提
案
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。
現
地
職
員
ら
は
、

地
域
の
識
字
率
の
低
さ
や
、
文
字
が
多

す
ぎ
る
既
存
の
栄
養
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

問
題
意
識
を
持
っ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
支
援
を
行
う
意
義
は
大
き
い
。

　
こ
の
他
、
野
末
さ
ん
ら
は
女
性
た
ち

が
よ
り
確
実
に
知
識
を
実
践
に
移
せ
る

よ
う
、
現
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
と

も
と
存
在
す
る
母
親
同
士
の
グ
ル
ー
プ

を
巻
き
込
み
、
互
い
の
状
況
を
共
有
し

て
協
力
し
合
え
る
環
境
づ
く
り
の
強
化

に
も
取
り
組
む
。

　
活
動
の
対
象
地
域
は
、
ス
ペ
イ
ン
語

が
通
じ
な
い
だ
け
で
な
く
、
か
つ
て
武

装
勢
力
の
抗
争
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
地
域
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
々

の
警
戒
心
が
強
く
、
信
頼
を
得
て
課
題

を
適
切
に
把
握
し
な
が
ら
活
動
を
行
う

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。「
一
人
で
も
多

く
の
妊
婦
や
母
親
、
子
ど
も
た
ち
、
さ

ら
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
人
が
楽

し
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と

で
、
地
域
の
栄
養
改
善
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
ま
す
」
と
菱
田
さ
ん
。
挑
戦

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

伝
統
の
息
づ
く
地
に

栄
養
の
光
を

５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
約
半
数
が
、
　

慢
性
的
な
栄
養
不
良
の
状
態
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
グ
ア
テ
マ
ラ
。

伝
統
的
な
生
活
様
式
を
残
す
マ
ヤ
系
先
住
民
族
が
多
く
暮
ら
す
地
域
で
、

母
と
子
の
栄
養
改
善
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

チャフル市栄養回復センターでの２歳未満の子どもの母親を対象としたグループ
ディスカッションの様子。深刻な栄養不良の子どもとその保護者を受け入れるこの
施設では、食事に関する講義や実習を行い、退所後も継続できるように支援して
いる

地元で伝統的に分娩を手掛けてい
る助産師（右）が同席する中、妊婦
に前日に食べた食材や料理の摂
取量などについて、現地で一般的
に使用されている食器を用いて尋
ねた。保健施設だけでなく、伝統的
な助産師も活動に巻き込み、栄養
改善とともに母子保健サービスの
改善を目指す

アドリアン・チャベス保健省副大臣（左から2人
目）との面談。プロジェクトの目的や保健省の政
策との整合性などを確認し合った

聞き取り調査の内容の確認作業に
ついて指導する野末さん（左）

キチェ県
６カ月未満の子どもの母親に食生活に関するアンケート調査を実施。先住民族の言葉を話せる
看護師や教師などを調査員として雇ったことで、地域の食生活に対する理解が進んだ

Guatemala
from グアテマラ

ぶんべん
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長
年
の
空
白
が
生
む

社
会
の
溝
と
知
恵
の
断
絶

の
が
現
状
だ
。
そ
こ
で
日
本
が
こ
の
地

域
の
農
家
の
生
計
向
上
の
た
め
に
一
肌

脱
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
株
式
会
社
J
I
N
の
石
川
渚
さ
ん

は
、
農
家
の
現
状
を
見
る
た
め
に
半
年

間
、
と
あ
る
家
庭
に
通
っ
て
農
作
業
を

手
伝
い
な
が
ら
地
元
の
人
た
ち
の
食
の

現
状
を
観
察
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
の

家
族
の
一
年
間
の
収
穫
・
消
費
・
出
費

の
動
向
を
一
覧
表
に
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
採
れ
た

雑
穀
の
一
種
で
あ
る
ソ
ル
ガ
ム
や
豆
類

の
蓄
え
が
な
く
な
る
５
月
か
ら
、
メ
イ

ズ
や
落
花
生
が
実
る
７
月
半
ば
ま
で
の

間
は
、
庭
で
育
つ
キ
ャ
ッ
サ
バ
芋
以
外

は
主
食
や
豆
類
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
も
、
実
っ
た

落
花
生
の
一
部
は
、
蓄
え
が
な
い
時
期

に
滞
納
し
て
い
た
子
ど
も
の
学
費
な
ど

の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
、
収
穫
直
後

の
最
も
安
い
時
期
に
換
金
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
家
庭
に
よ
っ
て
は
、
妻
に
農
作

業
を
任
せ
て
自
分
は
あ
ま
り
参
加
し
な

い
男
性
が
い
て
収
穫
が
頭
打
ち
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
子
ど
も
が
多
い
た
め

に
学
費
や
食
料
の
や
り
く
り
に
苦
し
ん

だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
収
穫
し
た
食
料
で
一
年
間
の
家
族
の

食
事
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
彼

ら
に
と
っ
て
、
何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ

れ
ば
栄
養
的
に
良
い
と
い
う
理
想
の
食

事
を
提
案
さ
れ
て
も
、
さ
し
て
食
生
活

の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。「
時
期

に
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
を
通
し
て
し
っ

か
り
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
栽
培
か
ら
、
健
康
的
な
食
生
活
作
り

は
始
ま
り
ま
す
」
と
石
川
さ
ん
は
話
す
。

「
蓄
え
が
底
を
つ
く
事
態
を
予
防
す
る

と
同
時
に
、
換
金
作
物
の
栽
培
を
進
め

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

て
食
材
を
買
え
る
だ
け
の
余
裕
を
作
る

こ
と
も
大
事
で
す
。
野
菜
を
育
て
て
市

場
に
送
り
出
し
、
農
家
の
収
入
向
上
を

実
現
す
る
。
そ
の
先
に
、
栄
養
学
的
に

優
れ
た
食
事
や
、
子
ど
も
が
必
要
な
食

べ
物
に
つ
い
て
の
知
識
、
保
存
食
の
活

用
な
ど
の
普
及
が
あ
り
ま
す
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
を
務
め
る
株

式
会
社
J
I
N
の
大
野
康
雄
さ
ん
は
、

「
農
業
技
術
の
面
で
は
、
い
つ
、
何
が
、

ど
の
程
度
収
穫
で
き
る
か
を
考
え
た
上

で
、
効
率
的
な
作
付
け
や
施
肥
な
ど
の

農
業
技
術
を
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
時
に
、
も
う
一

つ
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
家
族
や
、
社
会
の
問
題
で

す
」
と
説
明
す
る
。

　
ア
チ
ョ
リ
地
域
で
起
き
た
内
戦
で

は
、
子
ど
も
を
含
む
多
く
の
住
民
た
ち

が
誘
拐
さ
れ
、
銃
を
持
っ
て
戦
う
こ
と

を
強
い
ら
れ
た
。
多
く
の
人
が
そ
う
し

た
兵
士
に
家
族
を
殺
さ
れ
た
が
、
兵
士

た
ち
も
ま
た
帰
還
民
と
し
て
自
分
が
殺

し
た
人
た
ち
の
家
族
と
共
に
村
で
暮
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
。
元
兵
士
た
ち
に
対

す
る
社
会
の
目
は
冷
た
く
、
地
域
社
会

で
は
発
言
権
が
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
女
性
た
ち
の
家
庭
内
で
の
立
場
が

低
く
、
家
事
・
育
児
に
加
え
て
農
作
業

の
多
く
を
担
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
作
付
け
な
ど
の
判
断
は
男
性
の
独

断
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。
こ
う
し
た
立
場
の
弱
い
人
た
ち
が

よ
り
社
会
へ
の
関
わ
り
を
強
め
て
い
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
、
社
会
全
体

の
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
と
大
野
さ
ん

は
考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
特
定
の
グ
ル
ー
プ

だ
け
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
恩
恵
を
受

け
る
よ
う
に
な
る
と
、
社
会
の
溝
が
よ

り
深
ま
り
、
嫉
妬
や
憎
悪
が
膨
ら
む
の

で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
対
象
と
す
る
グ
ル

ー
プ
の
中
に
必
ず
社
会
的
弱
者
を
含
む

よ
う
に
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
の
活
動

を
通
じ
て
、
参
加
者
個
人
や
グ
ル
ー
プ

内
で
の
収
入
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家

　
　
　
　
　
　
　

　
か
つ
て
は
広
く
農
耕
・
牧
畜
が
行
わ

れ
て
い
た
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
。
し
か
し
、

１
９
８
０
年
代
に
は
内
戦
の
影
響
で
多

く
の
人
が
村
を
捨
て
、
国
内
避
難
民
と

な
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
ア
チ
ョ
リ

地
域
で
は
、
人
口
の
実
に
８
割
か
ら
９

割
が
家
を
捨
て
て
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
逃

れ
、
内
戦
の
終
結
を
待
っ
て
い
た
と
い

う
。
長
年
、
耕
し
て
き
た
畑
も
、
育
て

て
い
た
家
畜
も
捨
て
ざ
る
を
得
ず
、
避

難
先
で
は
配
給
に
頼
る
日
々
が
続
き
、

農
業
の
伝
統
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
２
０
０
６
年
か
ら
国
内
避
難
民
の
帰

還
が
始
ま
り
、
人
々
は
再
び
自
分
た
ち

の
土
地
を
耕
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ

ガ
ン
ダ
政
府
も
内
戦
で
破
壊
さ
れ
た
イ

ン
フ
ラ
の
再
構
築
に
加
え
て
農
業
振
興

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
農
家
の
技
術

が
伴
っ
て
お
ら
ず
、
元
国
内
避
難
民
の

85
％
が
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
る

社
会
の
弱
者
を
救
い
上
げ

豊
か
さ
分
か
ち
合
う
社
会
を

族
の
暮
ら
し
向
き
の
改
善
や
社
会
全
体

で
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
々
の
融
和
を
深
め
る
こ
と
も
狙

い
の
一
つ
だ
。

　
来
年
か
ら
始
ま
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
に
は

で
き
る
だ
け
家
族
ぐ
る
み
で
来
て
も
ら

い
、
率
直
な
意
見
を
出
し
合
っ
て
一
家

の
年
間
目
標
を
決
め
た
上
で
、
収
入
向

上
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
技
術
指
導

を
行
う
予
定
だ
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
現

金
収
入
の
増
加
と
い
う
成
功
体
験
に
結

び
付
け
ば
、
人
々
は
積
極
的
に
農
業
に

取
り
組
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
と
大
野
さ

ん
は
み
て
い
る
。

　
雨
に
も
恵
ま
れ
、
年
に
２
度
の
作
付

け
が
で
き
る
豊
穣
な
ウ
ガ
ン
ダ
の
大

地
。
そ
の
恵
み
が
人
々
の
傷
を
癒
し
、

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
取
り
戻
せ

る
日
を
目
指
し
て
、
日
本
の
専
門
家
た

ち
は
汗
を
流
し
続
け
る
。

一日中農作業に明け暮れる母親に
とって、食事を準備する時間が十分
に取れない日は多い。そのため、子ど
もたちはイモやトウモロコシだけで日
中を過ごすこともある

農
業
を
復
興
し
、食
生
活
を
再
建

農
業
に
適
し
た
土
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
戦
の
影
響
を
受
け
て
人
口
の
８
割
以
上
が
長
年
、

避
難
民
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
の
ア
チ
ョ
リ
地
域
。

再
び
村
に
戻
っ
た
人
々
の
生
計
を
改
善
し
、
健
康
的
な
食
生
活
を
広
め
る
た
め
に
は
、

ま
ず
農
業
を
通
し
て
、
食
料
の
確
保
と
販
売
に
よ
る
現
金
収
入
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

ある家庭の１年間の農作物の収穫・
消費・換金を月ごとに追いながら、な
ぜ備蓄していた食べ物が５月や６月
にはほとんどなくなってしまうのかを考
えるワークショップ

この地域での野菜の需要は高く、作って売れば収入につながることは間違いないと大野
さんはみている。多彩な食材が市場に供給されることは、将来的に地元の人たちの栄養
状態の改善にもつながる

簡単な栽培技術を身に付けることで、伝統的な
トマトの栽培方法（左）に比べて収穫量が大きく
増える（右）。収穫した野菜は市場で売れば収入
になるのはもちろん、家庭で食べることもできる

アチョリ
地域

Uganda
from ウガンダ

ほ
う
じ
ょ
う
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栄養不良は、個人の健康問題であるだけでなく、労働の質や生産性を損なうことから、国の発展の妨げともなる。

適切な栄養摂取は国際社会が掲げる「持続可能な開発目標（SDGs）」の17の目標すべてを達成するための基盤なのだ。

開発途上国の栄養改善を後押しする日本の研修と、その参加者の活躍を紹介しよう。

発展の第一歩は

　昨年11月から約１カ月半、開発途上国
の母子栄養改善に向けた能力強化を目指
す研修が日本で行われ、ウガンダやガーナ
などアフリカ地域６カ国にラオスを加えた
計７カ国11人の母子保健・栄養分野に携
わる行政官が参加した。
　研修員たちは、国際的な栄養改善の動
向や、日本の母子保健システムや栄養政策
のあゆみなどに関する講義を受けた上で、
関連機関を視察。国の政策、地方自治体に
よる行政、産院での指導、企業やNGOによ
る栄養改善に貢献する事例など、さまざま
なレベルでの日本の一貫した取り組みに
ついて理解を深めた。
　研修中盤からは約２週間北海道に滞在
し、北海道庁や市町村の母子保健事業、
教育機関、助産院などを視察。北海道は、
厚生労働省が定める健康づくり促進の基
本方針である「健康日本21」の下、「北海道
健康づくり基本指針すこやか北海道21」を
策定し、多様な団体と協力しながら、栄養・
食生活をはじめとするあらゆる側面から
健康づくりを推進してきた。また、母子の継
続ケアや健康増進に焦点を置いた日本の
取り組みは、研修員が母国でさまざまなア

クターと協力体制を築きながら、包括的に
栄養改善を目指していく上で大きな参考
になる。

　マラウイ出身のハンスさんは
「北海道庁を訪問し、道が政策
を市町村レベルまで浸透させる
ことを重要視していることが分
かりました」と話す。一方、ジン
バブエ出身のマックスウェルさ
んは、食品スーパーであるマッ
クスバリュ北海道株式会社の食
育活動に注目する。「スーパー
では、野菜や果物を十分に食べ
てもらえるよう、幼稚園児を対
象に食育体験ツアーを実施して
いました。栄養改善と売り上げ
増加という顧客と企業の双方に

北海道帯広市が市民向けに開催している「両親教室」「母親教室」
を体験。実際に使用されている教材を使って、取り組みを学んだ

8月1日～7日の世界母乳育児週間のイベントにて。
男性も子どもの健康に関わることの重要性などが伝
えられた

私

多様な側面から栄養改善に取り組む

グラディース・
ムガンビさん
Gladys Mugambi 

は2009年に約２カ月間、日本で
栄養改善の研修に参加しました。

現在はケニア保健省の栄養学・食品学課
長として、栄養に関する国の政策づくりや
政府の能力向上を担当しているほか、
Scaling Up Nutrition（SUN）のケニア国
代表も務めています。
　ケニアでは、子どもの発育阻害を含む
低栄養が問題です。発育阻害とは、胎児期
から２歳までの慢性的な栄養不良によっ
て、身体や認知能力が低下することを指
し、ケニアでは５歳未満の子どもの26％
にこの症状が見られます。ビタミンや鉄分
など微量栄養素の不足も問題です。
　首都ナイロビやケニア中央部では、野

菜の摂取不足や運動不足による成人の
肥満も深刻です。国内に栄養不足と栄養
過多が混在する「栄養不良の二重負荷」
は、ケニアにとって大きな課題となってい
ます。また、妊婦の貧血や低出生体重児
も少なくありません。こうした問題の解決
には、女性だけでなく男性を含む社会全
体で取り組むが必要があります。
　研修では、日本や研修員たちの母国の
栄養政策についてディスカッションをし
ました。日本では栄養改善に法律が重要
な役割を果たしていることを知り、良い政
策とその実践が現状を変えることができ
るのだと学びました。また、日本での大豆
や魚の保存法にも感銘を受けました。こ
の他にも、食品成分表についての講義で
栄養バランスの良い献立の作り方を学ん
だり、研修員たちの母国の食事を作る調
理実習をしたりし、食の多様性を知る機
会となりました。
　日本では栄養に関する政策に基づき、

教育現場でも取り組みが実施されていま
す。これはケニアとの違いです。私の目標
は、小・中・高校で栄養教育を実施し、ケ
ニア全土の子どもたちが栄養価の高い
食事を得られるようにすることです。ま
た、食の安全と栄養改善を推進するため
の分野横断的な法律づくりにも取り組み
たいと思っています。研修に参加したこと
で、栄養の意味を多面的に捉えられるよ
うになり、職場でもリーダーシップを発揮
できるようになったと実感しています。

特集 栄養改善
母と子の「1000日」を守る

栄養改善から

利益をもたらす仕組みだからこそ、継続的
に活動できるのだと学びました」
　研修員たちはこの他にも、母国での学校
給食の現状や食料の保存方法など、あらゆ
る点を議論。研修を担当した公益財団法人
ジョイセフの浅村里紗さんは、「分野を超
えた連携や体系化された母子栄養改善プ
ログラムづくりと同時に、健康促進の一環
として幼少期から“食べることの大切さと喜
び”を伝えることも大切です」と指摘した。
　また、研修では現在母国で活躍中の過
去の研修参加者とテレビ会議を通じた意
見交換も実施。今年度の研修員にとって大
きな刺激となった。今後の具体的な行動計
画を胸に帰国した研修員たち。各国で日本
での学びを生かした母子栄養改善の活動
が活発化することだろう。

日本の離乳食の調理実習。離乳食は赤ちゃんに優しい形で段階的に導入される。普段は料理をしない
という男性研修員も包丁を握り、皆が楽しく調理法を学んだ

研修の様子 母子の栄養改善に日本の経験とノウハウが貢献

ケニア

コミュニティーで調理のデモンストレーションを行うイブ
さん

私

日々の食事の大切さを伝える

ホウエナッシ・
アムーレ・
イブさん
HOUENASSI  
AMOULE  Eve

はベナンのラギューン母子病院で
働く栄養士です。栄養不良で入院

している子どもたちの栄養改善や、栄養
不良の子どもを持つ母親への栄養教育
などを担当しています。
　ベナンでは、栄養不良は公衆衛生上の
重要な問題です。2014年の調査では、全
人口の4.5％が急性栄養不良に苦しんで
いて、一部の人々は特に深刻な状態にあ
ると報告されています。状況は地域によ
っても大きな差があり、国全体で栄養改
善の仕組みを整えていくことが急務です。
　私が2009年に日本で参加した研修は、
アフリカの女性指導者を対象とするもの
で、食と栄養を核とした健康促進の活動

を母国で実施するために必要な知識や
技術を学びました。ケニアやガーナ、ザン
ビアなど、アフリカ各地からの参加者と
学び合う中で気付いたことは、彼らの国
もベナンと同じ問題を抱えているという
こと。共通課題がある一方で、ベナンより
も積極的に栄養改善に取り組んでいる国
も多く、刺激を受けました。研修では、糖
尿病患者のための食事バランスやカロリ
ーに関する講義、調理実習や食産業の企
業視察などもあり、多くの知識を吸収す
ることができました。
　私は母親たちに、家族のより良い暮ら
しを実現するためにはバランスの取れた
食事が大切だということを伝えています。
このような活動を強化する上で、日本で
学んだことが役立っています。目標は、栄
養不良の子どもの数とその実態を把握
し、そうした例を減らしていくことです。栄
養不良の世代間の負の連鎖を断ち切る
ために、十代の女性や妊婦、看護師に“良

い食事”の重要性を伝え続けていきたい
と思っています。今後は、トウモロコシや
ピーナッツなど、低価格で高栄養価の粉
類を提供する生産者グループを作ること
や、貧困地域の衛生や飲み水を確保する
ことなどにも取り組んでいくつもりです。
日本の支援などを活用しながら、多くの
栄養士を輩出することも不可欠だと考え
ています。

ベナン
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す
る
保
健
局
。
菅
沼
さ
ん
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
ベ
ロ

バ
カ
基
礎
保
健
診
療
所
で
主
に
活
動
し
て
い
る
。「
保
健
局
の

管
轄
地
域
の
総
人
口
は
約
７
万
人
で
、
そ
の
多
く
が
貧
困
下

に
あ
り
ま
す
。
食
料
不
足
や
知
識
不
足
な
ど
に
よ
り
、
栄
養

不
良
や
体
重
増
加
不
良
の
子
ど
も
が
多
く
、
栄
養
改
善
が
課

題
で
す
」

　
対
策
が
必
要
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
で
の
栄
養
改
善

の
取
り
組
み
は
十
分
で
は
な
い
上
、
保
健
局
で
は
そ
も
そ
も

栄
養
不
良
児
の
数
が
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

菅
沼
さ
ん
は
栄
養
不
良
児
の
特
定
か
ら
始
め
た
。「
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
体
重
測
定
が
必
要
で
す
。
妊
婦
健
診
や
小
児
予

防
接
種
の
た
め
に
診
療
所
に
集
ま
っ
た
母
親
に
栄
養
指
導
を

行
い
、
病
気
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
来
院
し
た
子
ど
も
の
体

重
を
毎
日
記
録
し
ま
し
た
」
と
菅
沼
さ
ん
。
同
時
に
、
母
子

手
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
成
長
発
達
曲
線
の
見
方
な
ど
も
丁

寧
に
説
明
し
、
母
親
へ
の
啓
発
と
栄
養
に
関
す
る
知
識
の
向

上
に
努
め
た
。

　
菅
沼
さ
ん
の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
地
域
を
巡
回
し
て
診

療
所
外
で
５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
体
重
測
定
や
家
族
へ
の
栄

養
指
導
を
行
う〝
栄
養
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞だ
。
し
か
し
、

ベ
ロ
バ
カ
基
礎
保
健
診
療
所
が
管
轄
す
る
行
政
区
７
つ
に
対

し
て
、
そ
の
数
は
２
人
。
人
手
を
補
う
た
め
、
菅
沼
さ
ん
は

栄
養
を
専
門
と
し
な
い
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
に
も
各
行

政
区
で
の
子
ど
も
の
成
長
確
認
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
こ

う
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
人
手
が
足
り
な
か
っ
た
２
つ
の
行
政

区
で
新
た
に
体
重
測
定
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
。

　
活
動
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
ベ
ロ
バ
カ
地

域
で
は
妊
婦
の
体
重
増
加
傾
向
や
新
生
児
の
出
生
体
重
に
問

題
は
な
く
、
母
乳
だ
け
を
与
え
て
い
る
生
後
６
カ
月
ま
で
は
、

子
ど
も
の
適
切
な
体
重
増
加
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
。「
で

も
、
そ
の
後
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
基
準
値
か
ら
体

包
括
的
な
栄
養
改
善
に

新
た
な
協
力
者

重
が
懸
け
離
れ
て
い
く
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
離
乳
食
の
開
始

後
の
対
策
が
鍵
に
な
る
の
で
す
」
と
考
察
す
る
菅
沼
さ
ん
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
菅
沼
さ
ん
は
離
乳
食
の
適
切
な
開
始

時
期
と
内
容
に
つ
い
て
、
母
親
た
ち
に
念
入
り
に
指
導
し
て

い
る
。

　
菅
沼
さ
ん
は
、
定
期
的
に
各
行
政
区
に
出
向
い
て
保
健
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
活
動
状
況
を
確
認
し
た
り
、
自
ら
母
親

や
家
族
に
栄
養
指
導
を
行
っ
た
り
す
る
と
い
う
。
住
民
を
集

め
て
実
施
す
る
調
理
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
好
評
だ

が
、
課
題
も
あ
る
。「
家
庭
で
生
か
せ
る
栄
養
知
識
を
伝
え
る

た
め
、
安
価
で
地
産
、
か
つ
栄
養
価
の
高
い
食
材
を
選
ん
で

い
ま
す
。
活
動
の
継
続
に
は
、
食
材
の
持
参
な
ど
住
民
の
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
経
済
的
な
理
由
や
活
動
へ
の

理
解
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
協
力
を
得
る
こ
と

は
簡
単
で
は
な
く
、
一
層
工
夫
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
住
民
に
と
っ
て
真
に
有
益
な
情
報
を
提
供
し
た
い―

―

。
菅

沼
さ
ん
は
出
産
な
ど
で
診
療
所
に
寝
泊
ま
り
す
る
人
が
持
ち

込
む
食
事
や
、
町
で
子
ど
も
が
手
に
し
て
い
る
お
や
つ
な
ど

を
観
察
し
た
り
、
個
人
の
話
に
耳
を
傾
け
た
り
し
、
そ
こ
か

ら
集
団
へ
の
栄
養
指
導
の
手
掛
か
り
を
得
よ
う
と
地
道
な
努

力
を
重
ね
た
。「
こ
れ
ま
で
、
栄
養
改
善
の
活
動
は
個
人
的
に

協
力
を
得
な
が
ら
細
々
と
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
先
日
、
保

健
局
長
か
ら
郡
内
全
体
の
栄
養
改
善
に
向
け
、
現
状
と
解
決

策
を
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
」。
そ
う
話
す
菅

沼
さ
ん
は
、
現
在
、
活
動
拡
大
に
向
け
て
、
目
標
設
定
や
資

料
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
菅
沼
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、
目
の
前
の
母
と
子
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、
栄
養
改
善
の
要
で
あ
る
診
療
所
や
無

償
で
働
く
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
無
理
な
く
活
動
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
だ
。
地
域
の
現
状
を
正
し
く

把
握
し
、
継
続
的
に
栄
養
改
善
を
図
る
上
で
こ
の
こ
と
は
欠

か
せ
な
い
。

　「
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
会
え
る
一
回
一
回
の
チ
ャ

ン
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
菅
沼
さ
ん
の
周
り

に
は
、
栄
養
改
善
の
協
力
の
輪
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

　「
お
産
が
あ
り
、
母
と
子
、
そ
し
て
家
族
の
暮
ら
し
が
あ
る
。

世
界
中
に
共
通
す
る
こ
の
神
秘
に
ひ
か
れ
た
ん
で
す
」。
そ
う

語
る
菅
沼
さ
ん
は
、
大
学
で
助
産
学
を
専
攻
し
て
助
産
師
・

看
護
師
・
保
健
師
の
国
家
資
格
を
取
得
し
た
。
卒
業
後
は
総

合
病
院
に
約
３
年
間
勤
務
。
そ
の
後
、
新
た
な
世
界
に
挑
戦

す
る
た
め
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
し
た
。

　
２
０
１
５
年
10
月
、
菅
沼
さ
ん
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
南
東
に

浮
か
ぶ
島
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
降
り
立
っ
た
。
配
属
先
は
マ

ジ
ュ
ン
ガ
郡
の
村
落
部
に
あ
る
20
の
基
礎
保
健
診
療
所
を
管
轄

新潟県出身。都内総合病院の
産婦人科や小児病棟などで勤
務し、へき地医療支援も経験す
る。2015年10月から青年海外
協力隊（助産師）としてマダガス
カルで活動中。
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「
一
人
で
も
多
く
の
住
民
に
、少
し
で
も
多
く
の
栄
養
情
報
を
」

作
物
が
乏
し
く
、貧
し
い
家
庭
の
多
い
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
村
落
部
で
、栄
養
改
善
に
取
り
組
む
菅
沼
さ
ん
。

目
の
前
の
母
と
子
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、継
続
的
な
栄
養
改
善
の
土
台
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
切
り
口
で
活
動
を
展
開
中
だ
。
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菅
沼
　
弘
美
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師
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a.保健ボランティアと診療所外での体重測定。基準となる体重を下回る子がとても多いという
b.2009年当時の青年海外協力隊が保健省などと協力して作成した“栄養改善キット”を使い、保健ボランティアと村の妊婦向けに栄養について指導する菅沼さん
c.「健やかに育ってほしいと切に願っています」と菅沼さん。授乳法の指導なども行う
d.マジュンガ郡の村落部では、市街地から離れると食物が手に入りにくい地域も多い。菅沼さんは、家庭で育てやすく、栄養価が高い植物“モリンガ”に注目している

体重測定後にフィードバックと栄養指導をする菅沼さん。学童期の子どもを含め、地域住民に家族計画や家計管理
についても働き掛けることで、包括的な栄養改善を目指している

b

d

c

体
重
測
定
の
習
慣
付
け
が

栄
養
改
善
の
糸
口

ab

マダガスカル
マジュンガ郡



　
広
大
な
敷
地
内
に
２
０
０
人
規
模
の
宿
泊

研
修
設
備
を
持
つ
J
I
C
A
筑
波
国
際
セ
ン

タ
ー
。
農
業
研
修
施
設
も
あ
り
、
水
資
源
の

技
術
か
ら
野
菜
栽
培
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
世
界
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
研
修
員
に
日
本
の
知
見
を

伝
え
て
い
た
指
導
員
の
O
B
た
ち
が
、
自
分

た
ち
の
経
験
を
よ
り
多
く
の
人
に
共
有
し
た

い
と
考
え
て
作
っ
た
の
が
、
N
P
O
法
人
イ

フ
パ
ッ
ト
だ
。
イ
フ
パ
ッ
ト
が
研
修
や
開
発

途
上
国
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
農
業
・

農
村
開
発
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
加
え
て
近
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
途

上
国
の
農
村
に
お
け
る
生
活
改
善
だ
。

　
生
活
改
善
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
10
年
ほ
ど
前

か
ら
開
発
協
力
の
現
場
で
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
元
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
敗
戦

を
経
て
経
済
が
壊
滅
し
、
土
地
も
荒
れ
た
戦

後
の
日
本
で
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
生
活
改

善
運
動
だ
。
農
家
の
生
活
改
善
を
目
指
す
こ

の
運
動
で
は
、数
多
く
の
女
性
が〝
生
改
さ
ん
〞

と
呼
ば
れ
る
生
活
改
良
普
及
員
と
し
て
農
家

を
回
っ
た
。
生
改
さ
ん
の
仕
事
は
、
農
家
の

人
々
、
特
に
女
性
た
ち
と
共
に
、
よ
り
良
い

生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、

実
行
す
る
こ
と
。
そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
の

が
、
か
ま
ど
の
改
良
だ
。

　
70
年
前
の
日
本
の
農
村
で
は
、
土
間
に
置

か
れ
た
背
の
低
い
か
ま
ど
と
流
し
で
炊
事
を

し
て
い
た
。
か
ま
ど
に
は
煙
突
が
な
く
、
女

性
た
ち
は
大
量
の
ま
き
を
燃
や
し
た
煙
に
む

せ
び
、
身
を
か
が
め
な
が
ら
家
事
を
す
る
の

で
、
ま
き
を
集
め
る
時
間
が
か
か
る
こ
と
に

加
え
、
健
康
へ
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。「
生

改
さ
ん
た
ち
が
活
動
を
始
め
た
直
後
の
日
本

の
写
真
を
見
せ
る
と
、
ほ
ん
の
60
年
前
は
こ

ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
と
驚
く
と
と
も

に
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
自
分
た
ち
の
生
活
も

変
え
ら
れ
る
と
自
信
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
パ
ラ
グ
ア

イ
で
生
活
改
善
を
指
導
し
て
き
た
和
田
彩
矢

子
専
門
家
は
話
す
。

　
生
改
さ
ん
た
ち
の
主
導
で
新
型
の
か
ま
ど

を
導
入
す
る
と
、
女
性
た
ち
は
立
っ
た
ま
ま

で
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
き
の
消

費
が
減
っ
た
こ
と
で
、
ま
き
を
集
め
る
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
煙
が
屋
外
に
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
た
ち
の
健
康
改
善

に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の

積
み
重
ね
が
農
村
の
生
活
を
変
え
、
女
性
た

ち
の
地
位
改
善
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

他
に
も
衛
生
や
食
習
慣
、
栄
養
改
善
な
ど
の

分
野
で
、
生
改
さ
ん
は
農
村
社
会
を
大
き
く

変
え
た
。
女
性
を
中
心
に
、
自
ら
考
え
て
生

活
を
変
え
る
こ
と
を
、
イ
フ
パ
ッ
ト
は
今
、

中
南
米
を
中
心
に
、
J
I
C
A
の
草
の
根
技
術

協
力
事
業
や
研
修
員
受
入
事
業
を
通
じ
て
広
め

て
い
る
。

　
開
発
支
援
を
受
け
入
れ
る
地
域
に
見
ら
れ

る
課
題
と
し
て
、
物
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

慣
れ
す
ぎ
て
、
受
身
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

な
こ
と
が
あ
る
。「
支
援
す
る
側
に
と
っ
て
も
、

〝
ど
れ
だ
け
物
を
与
え
た
か
〞
と
い
う
数
字

は
成
果
と
し
て
分
か
り
や
す
い
の
で
、
そ
う

し
た
支
援
に
偏
り
が
ち
な
の
も
事
実
で
す
」

と
、
和
田
さ
ん
は
話
す
。「
で
す
が
、
大
切

な
の
は
新
し
い
か
ま
ど
を
何
個
作
っ
た
、
農

作
物
の
種
を
何
キ
ロ
配
布
し
た
、
と
い
う
数

字
よ
り
も
、
新
し
い
か
ま
ど
に
ど
ん
な
利
点

が
あ
る
の
か
、
手
に
入
れ
た
種
を
ど
う
ま
き
、

ど
う
育
て
れ
ば
収
穫
に
つ
な
が
る
か
を
知

り
、
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
ど
う
や

っ
て
変
え
て
い
く
か
を
考
え
て
も
ら
う
の

が
、
私
た
ち
の
狙
い
で
す
」

　
お
店
で
高
い
お
金
を
払
っ
て
清
涼
飲
料
水

を
買
う
よ
り
も
、
庭
に
な
っ
て
い
る
レ
モ
ン

や
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
て

飲
み
物
を
作
る
方
が
健
康
的
で
あ
る

と
同
時
に
、
身
近
な
も
の
で
生
活
を

変
え
る
〝
生
活
改
善
〞
に
な
る
。
中

南
米
の
多
く
の
国
の
農
村
の
食
文
化

は
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
芋
類
、
肉

な
ど
、
特
定
の
食
物
に
偏
っ
て
お
り
、

地
産
地
消
で
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
意
識
や
習

慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
、
栄
養
状

態
改
善
の
第
一
歩
だ
。

　
現
在
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
オ
ロ
テ
ィ

ナ
市
で
生
活
改
善
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
小
林
沙
羅
さ
ん
は
、「
当
初
は
現

地
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
、『
物

が
も
ら
え
な
い
と
分
か
っ
た
ら
、
皆

去
っ
て
い
く
よ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
、
現
在
は
村
の
女
性
た
ち
を
集

め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
家
庭
菜
園

支
援
頼
り
の
生
き
方
を
や
め

身
の
回
り
か
ら
変
え
て
い
く

農
業
研
修
の
伝
統
受
け
継
ぎ

世
界
の
農
村
に
活
力
を

に
使
う
堆
肥
作
り
を
学
ん
だ
り
、
か
ま
ど
の

改
善
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
力
で
変
化
を
生
み
出
す
経
験
を
通
し

て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
よ

う
で
す
」
と
話
す
。
他
の
地
域
で
の
取
り
組

み
で
は
、
学
校
の
給
食
を
地
元
産
の
野
菜
を

使
っ
た
軽
食
に
変
え
た
り
、
お
や
つ
を
家
庭

菜
園
の
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
変
え
た
り
す
る

な
ど
の
改
善
策
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
過
去
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
地
域

の
人
た
ち
か
ら
は
、「
日
本
が
教
え
て
く
れ
た

考
え
方
や
、
与
え
て
く
れ
た
チ
ャ
ン
ス
は
今

で
も
自
分
の
身
に
付
い
て
い
る
」
と
感
謝
さ

れ
る
と
い
う
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で
生
活
改
善

を
指
導
し
た
柳
原
さ
つ
き
さ
ん
は
「
開
発
は

外
か
ら
来
る
も
の
じ
ゃ
な
く
、自
分
た
ち
〝
内

側
〞
か
ら
発
信
し
て
い
く
も
の
だ
よ
ね
、
と

言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
は
、
私
た
ち
の
思
い

が
伝
わ
っ
た
の
だ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　「
今
後
の
課
題
は
、
一
人
一
人
の
変
化
へ
の

取
り
組
み
を
、
国
の
政
府
が
制
度
に
組
み
込

ん
で
い
く
こ
と
で
す
」
と
、
永
井
和
夫
理
事

は
話
す
。「
一
つ
の
村
落
の
生
活
が
改
善
で
き

た
と
し
て
も
、
国
全
体
で
改
善
の
取
り
組
み

を
継
続
で
き
な
け
れ
ば
、
社
会
に
定
着
し
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
の
予
算
の
確
保
を
は
じ
め

と
し
て
、
課
題
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
戦
後
、
日
本
で
生
活
改
善
運
動
に
携
わ
っ

た〝
生
改
さ
ん
〞た
ち
は
す
で
に
高
齢
と
な
り
、

今
、
日
本
で
は
普
及
指
導
員
た
ち
が
女
性
の

就
農
営
農
支
援
な
ど
に
尽
力
中
だ
。
そ
の
知

恵
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
受
け
継

が
れ
、
農
村
に
変
化
の
火
を
起
こ
し
て
い
る
。

日
本
の
農
村
の
知
恵
を
世
界
に

安全に調理ができるよう、新たに
台所を作ることに決めた家庭も。
屋根のある新しい台所ができた
ら、次はかまど作りだ

パラグアイのカアサパ県では、苗床や畝など、野菜を育てる基本技術を指導。
子どもたちもさまざまな野菜を食べられるように

ホンジュラスのマムカ市連合会では、地元の
材料を使って改良かまどを製作した。かまど作
りをきっかけに台所の整理整頓が習慣になる
など、少しずつ生活全体が改善されていく
（写真提供：Mancomunidad MAMUCA）

ホンジュラスのラパス県での取り組みは、ゴミの分別とリサイクル。リサイクルで作っ
たさまざまな品物と共に 戦

後
の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、自
分
の
力
で
よ
り
良
い
生
き
方

を
つ
く
り
出
す
後
押
し
を
し
た
日
本
の
生
活
改
善
運
動
。こ
れ

ま
で
の
経
験
が
世
界
各
地
の
地
域
開
発
に
役
立
つ
の
で
は
と
、

近
年
、再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。中
南
米
を
中
心
に
生
活
改

善
運
動
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、N
P
O
法
人
国
際
農
民
参

加
型
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
イ
フ
パ
ッ
ト
）だ
。

国
際
農
民
参
加
型
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

N
P
O
法
人

（
イ
フ
パ
ッ
ト
）

ホンジュラスのインティブカ県
では、地元の野菜や果物を生
かした名産品作りが進む

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

うね

パラグアイ

コスタリカ

ホンジュラス
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　「
模
様
が
手
縫
い
で
き
れ
い
」「
で
も
ち
ょ
っ

と
寒
い
ね
」

　
少
し
気
恥
ず
か
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た

生
徒
た
ち
が
着
て
い
る
の
は
、
世
界
の
民
族
衣

装
。
ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
、マ
レ
ー
シ
ア
、タ
イ
、

ケ
ニ
ア
、
サ
モ
ア
、
グ
ラ
テ
マ
ラ
―
―
７
カ
国

の
色
と
り
ど
り
の
衣
装
に
よ
っ
て
、
教
室
は
た

ち
ま
ち
異
国
の
雰
囲
気
漂
う
空
間
へ
と
様
変
わ

り
し
た
。

　
こ
こ
は
、
約
7
0
0
人
の
生
徒
が
通
う
埼
玉

県
立
新
座
柳
瀬
高
校
。
昨
年
12
月
、
３
年
生
を

対
象
に
し
た
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
造
形
基
礎
」
の

授
業
と
し
て
世
界
の
民
族
衣
装
体
験
が
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
は
お
互
い
に
写
真
を
撮
り
合
い

楽
し
ん
だ
。「
タ
イ
の
少
数
民
族
の
衣
装
を
着

ま
し
た
が
、
装
飾
が
細
か
く
て
凝
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
将
来
は
海
外
で

ア
パ
レ
ル
関
係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
夢
見
る

山
田
昇
太
郎
さ
ん
。
同
じ
く
ア
パ
レ
ル
業
界
を

志
し
て
い
る
山
田
優
綺
さ
ん
は
、「
遠
い
存
在

だ
っ
た
海
外
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
す
。

　
興
味
津
々
な
生
徒
た
ち
を
前
に
教
壇
に
立
つ

の
は
、
家
庭
科
の
関
美
奈
子
先
生
だ
。「
今
日

は
こ
の
格
好
で
家
か
ら
学
校
ま
で
来
ま
し
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
関
先
生
は
、
日
本
の
着
物
姿

で
授
業
に
臨
ん
だ
。
関
先
生
は
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
、
2
0
0
6
年
か
ら
サ
モ
ア
に
２
年

間
、
13
年
か
ら
グ
ア
テ
マ
ラ
に
２
年
間
と
２
度

の
派
遣
を
経
験
し
た
。
そ
ん
な
自
身
の
経
験
を

交
え
な
が
ら
、
家
庭
科
の
授
業
で
は
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
の
衣
食
住
に
つ
い
て
伝
え
て
い

る
。
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
地
域
の
気
候
や
文

化
に
よ
っ
て
着
る
服
は
異
な
る
こ
と
、
イ
ス
ラ

ム
教
で
は
肌
の
露
出
を
嫌
う
た
め
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
衣
装
は
袖
や
ス
カ
ー
ト
の
丈
が
長
い
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

　
周
り
に
協
力
隊
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
友

人
が
多
く
、
自
然
と
自
分
も
憧
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
関
先
生
。
教
員
に
な
り
た
て
の
こ

ろ
は
仕
事
が
忙
し
く
、
な
か
な
か
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
な
か
っ
た
が
、
２
校
目
の
赴
任
先
で
の
出

来
事
が
協
力
隊
へ
の
思
い
を
後
押
し
し
た
と
い

う
。「
そ
の
学
校
で
も
、
な
ん
と
同
僚
の
家
庭

年
で
、
現
地
の
教
員
の
育
成
が
任
務
の
一
つ
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
到
着
す
る
直
前
に
現
地
の

家
庭
科
教
員
が
海
外
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
し
ま

い
、
い
き
な
り
私
が
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
」。
当
時
の
サ
モ
ア
で
は
、
海

外
か
ら
の
援
助
と
し
て
届
く
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ

ー
メ
ン
、
砂
糖
、
油
が
食
生
活
の
中
心
で
、
糖

尿
病
や
肥
満
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

関
先
生
は
現
地
に
あ
る
食
材
を
使
っ
た
調
理
実

習
を
通
じ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
教

え
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
半
年
が
た
っ
た
こ

ろ
に
は
、
誰
に
も
使
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い

た
ミ
シ
ン
を
活
用
し
、
服
作
り
の
指
導
も
始
め

た
。「
料
理
や
裁
縫
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
た
の

か
、
家
庭
科
教
員
を
目
指
し
て
大
学
に
進
学
し

た
生
徒
も
い
ま
し
た
」
と
関
先
生
は
う
れ
し
そ

う
に
振
り
返
る
。

　
サ
モ
ア
か
ら
帰
国
し
て
５
年
後
、
関
先
生
は
、

飢
餓
や
感
染
症
な
ど
の
過
酷
な
状
況
下
に
あ
る

国
に
つ
い
て
も
深
く
知
り
た
い
と
思
い
、
再
び

協
力
隊
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
派
遣
さ

れ
た
グ
ア
テ
マ
ラ
の
村
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、

毎
日
小
学
校
で
提
供
さ
れ
る
軽
食
メ
ニ
ュ
ー
の

栄
養
改
善
だ
。
現
地
の
食
生
活
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
豆
、
砂
糖
を
多
用
す
る
偏
っ
た
も
の
だ
っ

た
た
め
、
現
地
で
豊
富
に
採
れ
る
野
菜
や
卵
な

ど
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
。
こ
れ
が
反

響
を
呼
び
、
最
終
的
に
は
20
校
以
上
で
活
動
を

展
開
す
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
会

や
、
学
校
対
抗
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
開
催
さ
れ
た
。

軽
食
メ
ニ
ュ
ー
を
改
善
し
た
学
校
で
は
、
実
際

に
子
ど
も
た
ち
の
身
長
の
伸
び
率
が
上
昇
す
る

な
ど
、
数
字
と
し
て
も
効
果
が
表
れ
た
。

　
関
先
生
は
、「
協
力
隊
の
活
動
を
通
じ
て
感

じ
た
の
は
、〝
食
は
人
な
り
〞
と
い
う
言
葉
通
り
、

健
康
な
人
生
を
送
る
た
め
に
食
生
活
は
何
よ
り

大
切
で
、
そ
れ
は
日
本
も
世
界
も
変
わ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
」
と
話
す
。
現
在
、
新
座
柳

瀬
高
校
の
家
庭
科
で
は
、
栄
養
や
食
の
安
全
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
の
伝
統
的
な
料
理

の
調
理
実
習
や
、
サ
モ
ア
で
の
経
験
に
ヒ
ン
ト

を
得
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
栄
養
改
善
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
な
ど
幅
広

い
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　「
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
の
情
報
で
は
分
か
ら
な

い
真
実
を
見
る
大
切
さ
や
面

白
さ
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と

で
、
広
い
視
野
と
挑
戦
を
恐

れ
な
い
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と

語
る
関
先
生
。
そ
の
思
い
は
、

か
つ
て
自
分
が
協
力
隊
へ
の

参
加
を
決
意
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
出
来
事
の
よ
う

に
、
今
の
生
徒
た
ち
に
も
届

い
て
い
る
は
ず
だ
。

科
教
員
２
人
が
協
力
隊
の
経
験
者
で
し
た
。
そ

の
１
人
が
、
ケ
ニ
ア
の
孤
児
院
で
行
っ
た
活
動

に
つ
い
て
授
業
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
た

ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
の
で
す
。
す
る
と
、

そ
の
話
を
聞
い
た
保
護
者
も
関
心
を
持
ち
始

め
、
文
化
祭
で
講
演
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
後
、
学
校
で
寄
付
を
募
っ

て
孤
児
院
に
届
け
る
動

き
に
ま
で
広
が
り
ま
し

た
。
私
も
教
員
と
し
て

の
幅
を
広
げ
な
け
れ
ば

と
い
う
思
い
が
高
ま
っ

た
出
来
事
で
し
た
」

　
家
政
隊
員
と
し
て
派

遣
さ
れ
た
関
先
生
の
隊

員
生
活
は
、
予
想
外
の

展
開
で
幕
を
開
け
た
。

「
当
時
は
サ
モ
ア
に
家

庭
科
の
科
目
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
ま
だ
１
〜
２

生
徒
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
た
い

未
知
の
地
で

栄
養
改
善
に
奮
闘

関先生が授業を担当したサモアの
子どもたち。新聞紙で作ったかぶと
をかぶって大はしゃぎ

世
界
共
通
の

〝
衣
食
住
の
大
切
さ
〞を
伝
え
る

世界とつながる
教室

世界の民族衣装を着た生徒たち。それ
ぞれの国によって特徴があることを肌
で感じる体験となった

家庭科の関先生。休みの日は着物で過ごすことが多く、「若い世
代にももっと着物を着てもらいたい」と話す

家庭科の調理実習では、トマトとほうれん草
を使って、インスタントラーメンをバランス食に
変えるレシピを教えた

埼
玉
県
立
新
座
柳
瀬
高
校
で
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
に
２
度
参
加
し
た
先
生
が
家
庭
科
を
教
え
て
い
る
。

世
界
を
見
て
き
た
彼
女
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ど
こ
の
国
で
も
、

衣
食
住
は
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

グアテマラの小学校での軽食の時間。みじん切りにした
野菜をふんだんに入れたオムレツが子どもたちに大好評

に
い  

ざ   

や
な   

せ
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さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
の
取
り
組
み
が

必
要
な
栄
養
改
善
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
人
間
開
発

部
で
栄
養
タ
ス
ク
チ
ー
ム
の
事
務
局
を
担

当
し
、分
野
横
断
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実

践
に
取
り
組
ん
だ
大
井
綾
子
さ
ん
は
、現

在
、南
ス
ー
ダ
ン
の
深
刻
な
栄
養
不
良
問

題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。

　

私
が
国
際
協
力
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
高

校
の
授
業
で
見
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
森
林
伐
採
や

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
こ
と
を
知
り
、
自

分
も
途
上
国
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
大
学
卒
業
後
は
途
上
国

の
こ
と
を
伝
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
を

夢
見
て
テ
レ
ビ
局
に
入
り
ま
し
た
が
、
２
０
０

２
年
に
東
京
で
行
わ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復

興
支
援
国
際
会
議
で
来
日
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
人
女
性
を
取
材
し
て
、
自
分
た
ち
の
国
を
作

っ
て
い
こ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
姿
に
圧
倒
さ
れ
、
こ
ん
な
人
た
ち
と
働
き

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
に
留
学
し
て
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
開
発
を
学
び
、
国
連
開
発
計
画

（
U
N
D
P
）
東
テ
ィ
モ
ー
ル
事
務
所
で
国
内
避

難
民
の
帰
還
支
援
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
日
本
国
大
使
館
で
ガ
バ

ナ
ン
ス
や
地
方
復
興
の
支
援
に
関
わ
り
、
２
０

１
３
年
に
J
I
C
A
に
入
り
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
で
は
、
人
間
開
発
部
保
健
グ
ル
ー

プ
に
配
属
さ
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
保
健
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

関
わ
り
ま
し
た
。
初
め
て
手
掛
け
る
分
野
で
専

門
用
語
の
多
さ
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
当
初

は
保
健
グ
ル
ー
プ
だ
け
が
関
わ
っ
て
い
た
栄
養

タ
ス
ク
チ
ー
ム
の
事
務
局
を
担
当
し
、
国
際
栄

養
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「S

caling U
p N
utrition

（
S
U
N
）」
と
の
連
携
や
、
官
民
共
同
で
取
り
組

む
「
栄
養
改
善
事
業
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
世
界
で
は
、

栄
養
改
善
は
保
健
の
み
な
ら
ず
農
業
や
教
育
、

水
な
ど
、
分
野
を
超
え
た
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
J
I
C
A
で
も
複
数
の
部
署
が
栄

養
タ
ス
ク
に
参
加
し
て
取
り
組
み
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
8
月
に
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
事
務

所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
は
11
年

に
独
立
し
た
新
し
い
国
で
す
が
、
長
年
の
紛
争

と
開
発
の
遅
れ
か
ら
、
数
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
栄
養
面
で
は
、
食
料
不
足
と
栄
養

不
良
が
深
刻
で
す
。
特
に
、
５
歳
未
満
の
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
慢
性
の
栄
養
不
良
だ
け
で
な

く
急
性
の
栄
養
失
調
も
深
刻
で
、
世
界
で
最
も

悪
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ナ
イ
ル
川
が
流
れ
、

国
土
の
95
％
で
農
業
が
で
き
る
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
肥
沃
な
土
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
食

料
自
給
率
が
低
く
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、

J
I
C
A
は
農
業
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
を
支
援
す
る
こ
と
で
食
料
と
栄
養
を
安
定
的
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一
人
で
も
多
く
の
人
の
未
来
を
豊
か
に
し
た
い

国の融和を目指し、昨年開催された南スーダンの全国スポーツ大会で、選手を取材

From Headquarters

に
確
保
し
、
関
連
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
事
務
所
で
は
総
務
や
広
報
な
ど
の

仕
事
も
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
事
務
所
の
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
元
ミ
ス
南
ス
ー
ダ
ン
や
人
気
漫

画
家
が
い
て
、
事
務
所
を
挙
げ
て
広
報
や
啓
発
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に

J
I
C
A
内
の
広
報
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
こ

と
は
、
事
務
所
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
治
安
の
問
題
か
ら
、
南
ス
ー
ダ
ン
事

務
所
は
隣
国
の
ウ
ガ
ン
ダ
を
拠
点
に
活
動
し
て

お
り
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
こ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
人
間
関
係
や

協
力
の
成
果
を
維
持
し
、
少
し
で
も
多
く
の
人

の
生
活
を
良
く
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

大学卒業後、民放の報道記者
として勤めた後にイギリスの大
学院に留学。UNDP東ティモー
ル事務所、在アフガニスタン日
本国大使館を経てJICAへ。人
間開発部で保健・栄養分野に
関わり、2015年8月から現職。

JICA南スーダン事務所

大井綾子
OI Ayako

広報アドバイザーを務める漫画家のアディジャさんが描
いてくれた、栄養不良対策としての農業の重要性を呼び
かける漫画

授
業
で
見
た
番
組
が
き
っ
か
け

開
発
途
上
国
の
た
め
に
何
か
を
し
た
い

紛
争
で
傷
つ
い
た
南
ス
ー
ダ
ン

農
業
を
通
じ
た
栄
養
改
善
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昨
年
12
月
13
日
と
14
日
に
、
世
界
各
地
か

ら
政
治
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
け
ん
引
す
る
リ
ー

ダ
ー
や
有
識
者
を
招
き
、
女
性
の
活
躍
促

進
の
た
め
の
方
策
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
国
際
女
性
会
議

W
A
W
！
２
０
１
６
」※
が
東
京
都
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
和
・
安
全
保
障
に
お
け
る
女
性
の
参

画
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
会
合

で
は
、
世
界
津
波
の
日
特
別
大
使
の
山
中

燁
子
さ
ん
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
ジ

ャ
ニ
ン
・
プ
ラ
ス
ハ
ー
ト
・
オ
ラ
ン
ダ
国
防

大
臣
、
メ
ラ
ニ
ー
・
バ
ー
ビ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大
学
女
性
・
平
和
・
安
全
保
障
研

究
所
所
長
ら
が
参
加
し
、
平
和
・
安
全
保
障

分
野
へ
の
女
性
の
参
画
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
発
揮
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。

　

同
会
合
に
登
壇
し
た
北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
は
、
冒
頭
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

女
性
警
察
官
支
援
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
バ
ン
サ
モ
ロ
地
域
の
女
性
支
援

の
事
例
を
紹
介
。
そ
の
上
で
、
J
I
C
A

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、①
紛
争
中
や
紛
争

後
、
あ
る
い
は
災
害
後
に
は
、
女
性
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
が
横
行
す
る
が
、
そ

の
対
策
と
し
て
警
察
官
、
特
に
女
性
警
察
官

の
育
成
が
有
効
で
あ
る
こ
と
、②
貧
困
女
性

の
社
会
的
・
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
こ
と

が
、
紛
争
や
災
害
か
ら
の
復
興
過
程
の
混
乱

し
た
社
会
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
こ

と
、③
紛
争
後
に
安
定
し
た
社
会
を
構
築
し

た
り
、
災
害
に
備
え
て
防
災
計
画
を
策
定
し

た
り
す
る
際
に
、
女
性
を
含
む
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
―
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
男
性
を
含
む
社
会
全
体

が
女
性
の
役
割
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ

る
必
要
性
に
も
言
及
。
J
I
C
A
は
非
常
時

に
限
ら
ず
、
平
時
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

向
け
た
支
援
を
続
け
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
体
会
合
で
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
・

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
議
論
の
概
要
と
提
言

が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。「
平
和
・
安
全
保
障

に
お
け
る
女
性
の
参
画
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
」
に
つ
い
て
、
紛
争
下
や
災
害
時
の
リ
ス

ク
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
女
性
・
女
児
の

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
持
つ
女
性

の
力
が
有
効
で
あ
り
、
特
に
紛
争
予
防
に
お

い
て
女
性
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

※W
orld A

ssem
bly for W

om
en

北岡理事長が「国際女性会議WAW！2016」に登壇 01

03ネパール初の道路トンネルを建設

02　多くの難民を受け入れるヨルダンの改革を支援
　

J
I
C
A
は
昨
年
12
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ

ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
、「
金
融
セ
ク
タ
ー
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
及
び
公
的
サ
ー
ビ
ス
改
革
開
発
政
策

借
款
」
に
つ
い
て
３
０
０
億
円
を
限
度
と
す
る

円
借
款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

ヨ
ル
ダ
ン
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や
イ
ラ
ク
か
ら

の
難
民
に
加
え
、
65
万
人
に
上
る
シ
リ
ア
難
民

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
直
近
の
4
年
間
で
人
口

が
約
1
・
5
倍
に
増
加
。
政
府
の
財
政
負
担
の

増
加
に
よ
り
、
水
・
電
力
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
金
融
セ
ク
タ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善

に
よ
る
自
立
的
な
経
済
発
展
の
追
求
も
重
要
な

課
題
で
す
。

  

本
事
業
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
に
よ
る
二
つ
の
改

革
を
支
援
す
る
も
の
で
、「
金
融
・
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
」
分
野
で
は
債
券
流
通
市
場
の
整
備
や
企
業

の
信
用
格
付
制
度
の
導
入
な
ど
、「
公
的
サ
ー
ビ

ス
」
分
野
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
に
連
動
し
た

電
力
料
金
の
導
入
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
を
通
じ
た
財
務
効
率
性
の
改
善
を
目

指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
長
期
的
な
改
革
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
短
期
的
に
は
周
辺
国
の
騒
乱

の
影
響
で
増
加
し
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
の
財
政
負

担
の
軽
減
に
貢
献
し
、
同
国
の
難
民
受
け
入
れ
・

公
的
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
維
持
を
支
援
し
ま
す
。

　

J
I
C
A
は
昨
年
12
月
22
日
、
ネ
パ
ー

ル
連
邦
民
主
共
和
国
政
府
と
の
間
で
、「
ナ

グ
ド
ゥ
ン
ガ
・
ト
ン
ネ
ル
建
設
事
業
」
が

対
象
と
な
る
1
6
6
億
3
6
0
0
万
円
を

限
度
と
す
る
円
借
款
貸
付
契
約
に
調
印
し

ま
し
た
。

  

本
事
業
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
と
主
要
都
市

お
よ
び
イ
ン
ド
国
境
ま
で
を
結
ぶ
幹
線
道

路
上
に
あ
る
ナ
グ
ド
ゥ
ン
ガ
峠
に
ト
ン
ネ

ル
を
建
設
し
、
運
輸
交
通
網
の
円
滑
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
や
物
の
移
動
の
多
く
を
道
路
に
頼
っ

て
い
る
ネ
パ
ー
ル
で
は
、
輸
出
入
の
約
6

割
を
陸
続
き
の
隣
国
イ
ン
ド
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
本
事
業
で
整
備
す
る
道
路
は
イ

ン
ド
と
の
陸
上
交
易
の
約
6
割
を
担
う
重

要
路
線
で
す
が
、
ナ
グ
ド
ゥ
ン
ガ
峠
で
は

急
な
勾
配
や
カ
ー
ブ
に
よ
る
交
通
渋
滞
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
で
は
同
峠
に
約
２
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
２
車
線
ト
ン
ネ
ル
を

建
設
。
こ
れ
に
よ
り
、
ナ
グ
ド
ゥ
ン
ガ
峠

を
通
過
す
る
時
間
が
約
3
分
の
1
に
短
縮

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
物
流
の
円
滑
化
が

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

署名式でアリエル財務省対外協力局長（右）と
握手する佐久間JICAネパール事務所長（左）。
関係閣僚も同席した
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ハイレベル・ラウンドテーブル会合で議論に参加
する北岡伸一JICA理事長

ハイレベル・ラウンドテーブル会合での議論の
様子

署名式の様子。左から順に小林JICAヨルダン
事務所長、櫻井駐ヨルダン大使、ファフーリーヨ
ルダン計画・国際協力大臣



段
々
畑
が
守
る
パ
ナ
マ
の
森

農
家
の
収
入
向
上
も
実
現

都
市
の
下
水
処
理
が
進
め
ば

パ
ナ
マ
の
漁
業
も
活
性
化

０
１
６
年
10
月
、
私
は
中
米
の
パ
ナ
マ

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
パ
ナ
マ
と
聞
い
て
、
今
ど
き
最
初
に
連
想
す

る
の
は
、「
パ
ナ
マ
文
書
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
パ
ナ
マ
と
い
え
ば
、
や
は
り
「
パ
ナ
マ

運
河
」
で
す
。

　
北
米
大
陸
と
南
米
大
陸
の
継
ぎ
目
に
あ
た
る

パ
ナ
マ
の
国
土
を
縦
断
す
る
よ
う
に
運
河
を
通

し
、
北
極
や
南
極
を
回
ら
な
く
て
も
、
大
型
船

が
太
平
洋
と
大
西
洋
を
行
き
来
で
き
る
。
１
９

１
４
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
手
に
よ
っ
て
開

通
し
た
パ
ナ
マ
運
河
は
、
世
界
の
物
流
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
パ
ナ
マ
運
河
の
運
行
に
危
機
が
訪
れ
て

い
る
と
い
う
の
で
す
。
私
が
取
材
に
向
か
っ
た

の
は
、
運
河
か
ら
２
時
間
近
く
車
に
揺
ら
れ
て

登
っ
た
山
の
中
腹
の
熱
帯
雨
林
に
囲
ま
れ
た
村

で
し
た
。

　
村
人
た
ち
は
、険
し
い
山
の
斜
面
に「
段
々
畑
」

を
作
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
し
て
い
る
の
は
、
独

特
の
香
り
で
人
気
の
高
い
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
。
タ

イ
語
で
は
パ
ク
チ
ー
と
呼
ば
れ
る
野
菜
で
す
。

そ
の
脇
に
は
、
バ
ナ
ナ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ラ
イ
ム
、

カ
カ
オ
、
ヤ
ム
イ
モ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
多
彩

な
商
品
作
物
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
段
々
畑
方
式
の
山
間
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

た
ら
し
た
の
は
日
本
で
し
た
。
２
０
０
０
年
か

ら
２
０
０
５
年
に
か
け
て
J
I
C
A
の
技
術
協

力
で
実
施
さ
れ
た
「
パ
ナ
マ
運
河
流
域
保
全
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
動
の
一
環
と
し

て
、
山
間
部
の
農
家
に
段
々
畑
を
つ
く
る
こ
と

を
奨
励
し
た
の
で
す
。

　
か
つ
て
パ
ナ
マ
の
山
間
地
で
は
、
原
始
的
な

焼
き
畑
農
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
熱
帯
雨

林
を
切
り
出
し
て
、
火
を
つ
け
る
。
灰
に
な
っ

た
木
が
天
然
肥
料
と
な
り
、
農
業
を
営
む
。
数

年
で
土
地
の
滋
養
を
使
い
尽
く
す
と
、
再
び
林

を
伐
採
し
て
火
を
つ
け
て
、
と
い
う
工
程
を
繰

り
返
す
。
１
９
９
０
年
代
、
生
物
多
様
性
の
宝

庫
で
あ
る
熱
帯
雨
林
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
、

国
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
パ
ナ
マ
運
河
の
運

行
に
支
障
を
来
す
か
も
し
れ
な
い
事
態
が
起
き

ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
焼
き
畑
農
業
が
パ
ナ
マ
運
河
を
止
め

か
ね
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　

　
太
平
洋
と
大
西
洋
を
つ
な
ぐ
パ
ナ
マ
運
河
の

水
は
海
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
淡
水
で
す
。
運

河
の
あ
る
土
地
の
標
高
は
数
十
メ
ー
ト
ル
。
そ

こ
に
巨
大
な
ダ
ム
湖
を
作
り
、
海
に
面
し
た
部

分
に
水
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
用
意
し
て
、
航
行

す
る
船
を
持
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ダ
ム
湖
＝
パ
ナ
マ
運
河
の
水
源
は
、
運
河
の

周
囲
の
山
々
か
ら
流
れ
込
む
川
の
水
。
山
を
覆

う
熱
帯
雨
林
を
農
民
が
焼
き
畑
農
業
で
破
壊
す

る
と
、
山
は
保
水
力
を
失
い
、
裸
地
に
な
っ
た

山
肌
か
ら
土
砂
が
流
れ
落
ち
、
運
河
に
堆
積
し

ま
す
。
結
果
、
運
河
の
水
が
減
り
、
水
深
も
浅

く
な
り
、
船
が
航
行
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
出

て
き
た
の
で
す
。

　
山
間
部
の
農
民
は
貧
し
く
、
焼

き
畑
を
や
め
た
ら
食
べ
て
い
け
ま

せ
ん
。
パ
ナ
マ
政
府
は
、
日
本
に

協
力
を
仰
ぎ
、
山
間
河
川
と
そ
の

川
が
流
れ
込
む
巨
大
な
ダ
ム
湖
＝

パ
ナ
マ
運
河
を
一
つ
の
巨
大
な
流

域
と
み
な
し
た
総
合
的
な
治
水
対

策
を
行
う
こ
と
で
、
熱
帯
雨
林
を

保
全
し
、
運
河
の
危
機
を
食
い
止

め
る
と
と
も
に
、
農
民
に
安
定
的

な
収
入
を
も
た
ら
す
持
続
可
能
な

農
業
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
パ
ナ
マ
運
河
流
域

保
全
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
日
本
の
専
門
家
の
指
導
の
下
、

村
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
で
農
園
を
運

営
す
る
チ
ー
ム
作
り
を
呼
び
掛

け
、
決
め
ら
れ
た
農
地
で
計
画
的

に
パ
ク
チ
ー
な
ど
を
栽
培
し
、
天

然
肥
料
を
作
り
、
収
穫
し
た
作
物

を
洗
浄
し
、
サ
イ
ズ
を
そ
ろ
え
て

出
荷
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

「
焼
き
畑
を
し
な
い
で
済
む
し
、
収
入
は
格
段

に
上
が
っ
た
よ
」
と
村
長
は
語
り
ま
す
。

　
農
民
た
ち
の
生
活
が
安
定
し
た
上
、
住
民
に

は
安
全
安
心
な
食
料
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
。
熱

帯
雨
林
の
伐
採
が
止
ま
っ
た
こ
と
で
、
山
の
保

水
力
と
生
物
多
様
性
の
維
持
や
、
表
土
流
失
の

減
少
に
つ
な
が
り
、
パ
ナ
マ
運
河
の
危
機
は
回

避
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
策
で
い

く
つ
も
の
効
果
を
挙
げ
た
わ
け
で
す
。

　
他
に
も
パ
ナ
マ
に
お
け
る
日
本
の
国
際
協
力

の
成
果
に
は
、
太
平
洋
と
大
西
洋
の
魚
介
類
を

１
箇
所
に
集
め
ら
れ
る
地
の
利
を
生
か
し
て
１

９
９
５
年
に
約
８
億
円
を
投
じ
て
で
き
た
水
産

市
場
が
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
か
ら
は
マ
グ
ロ
な

ど
外
洋
の
大
型
魚
が
、
大
西
洋
か
ら
は
サ
ン
ゴ

礁
に
す
む
イ
セ
エ
ビ
や
カ
ニ
な
ど
が
水
揚
げ
さ

れ
ま
す
。
近
年
は
日
本
の
協
力
で
、
キ
ハ
ダ
マ

グ
ロ
の
養
殖
に
向
け
た
調
査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
漁
業
も
環
境
問
題
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
国
の
人
口
の
４
割
が
集
中
す

る
パ
ナ
マ
市
は
、
深
刻
な
水
質
汚
染
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
日
33
万
㎥
の
下
水
が
垂
れ
流

さ
れ
て
い
た
た
め
、
市
内
の
河
川
に
は
生
き
物

の
姿
が
消
え
、
２
０
０
１
年
か
ら
パ
ナ
マ
湾
の

魚
介
類
は
食
用
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
２
０
１
３
年
に
は
日
本
の
円
借
款
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
下
水
処
理
場
が
稼
働
を
始
め
、
水

質
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ミ
レ
イ
・
エ

ン
ダ
ラ
環
境
大
臣
は
語
り
ま
す
。

　「
熱
帯
雨
林
の
保
全
や
水
質
改
善
と
い
っ
た

環
境
対
策
が
、
パ
ナ
マ
の
農
業
や
漁
業
と
い
っ
た

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
守
り
、
さ
ら
に
は
パ
ナ
マ
の

基
幹
産
業
で
あ
る
運
河
ビ
ジ
ネ
ス
を
守
り
ま

す
」

　
環
境
問
題
へ
の
対
応
は
、
目
先
の
経
済
発
展

に
比
べ
る
と
後
手
に
回
り
が
ち
。
で
も
、
パ
ナ

マ
で
私
が
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
環
境
へ

の
配
慮
こ
そ
が
、
経
済
の
発
展
に
も
、
社
会
の

発
展
に
も
、
食
の
確
保
に
も
直
接
寄
与
す
る
、

と
い
う
事
実
で
す
。
私
た
ち
日
本
人
も
パ
ナ
マ

の
取
り
組
み
に
学
ぶ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
、
と
実

感
し
ま
し
た
。

2

中米随一の経済成長を誇り、金融・貿易センターとして重要な役割を担うパナマ。
しかし、環境保全への取り組みが立ち遅れ、
そのことがパナマ経済にも大きな影響を与えている。
そんなパナマの現状改善に協力する日本の取り組みを、
ジャーナリストの池上彰さんが取材した。

パナマの農業を救えば、
パナマ運河も救われるわけ

特 別 レ ポ ー トパナマ運河は大西洋と太平洋を
つなぐ、世界的にも重要な航路だ

伝統的な焼き畑農業が、パナマ運河を
危機に陥れた

日本の協力で建設されたパナマ市の下水
処理場が、パナマ湾の水質を改善する

パナマの水産市場で見掛けた
立派なイセエビ。パナマの漁
業が盛んになれば、世界に海
産物を供給できるようになる

池上 彰さん

パナマシティ

パナマの熱帯雨林のただ中にあるコリアンダー（パクチー）の畑

編集・写真：柳瀬 博一（日経ビジネス チーフ企画プロデューサー）
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網島 由香理
Yukari AMIJIMA

外務省　国際協力局　
国際保健政策室 経済協力専門員

南東アジア第二課で経済連携協定（EPA）に基づく外国人看護師・介護福祉
士の受け入れを担当した後、ODA評価室での「保健関連MDGsの達成に向け
た日本の取組の評価」を担当。2015年３月より現職に就き、栄養の切り口か
ら保健分野の開発協力に取り組む。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　2008年、世界で最も評価が高い医学専門誌『ラ
ンセット』の特集で強調されたのが、母親のおなか
の中にいるときから２歳を迎えるまでの最初の
1,000日における栄養改善の重要性です。この期間
に栄養が足りていなければ、その後いくら健康な
食事を取っても身体や脳の発育に影響が残ってし
まう恐れがあります。つまり、子どもの健やかな成
長のためには、おなかの中にいるときの母親の栄
養状態が大きく関係するため、世代を超えた栄養
改善が重要なのです。このことは、栄養教育に関し
ても言えます。バランスの取れた食事を心掛けて
いる家庭は、親から子、子から孫へと栄養の大切さ

なぜ栄養改善は重要なの？

　ペルーは、中南米で最も早く
日本と国交関係を樹立した国
で、ジャガイモやトマト、トウガラ
シなどの野菜の原産地でもあり
ます。首都のリマ周辺には、約
1,000万人が住み、美食の都市としても知られています。
　一方、シエラと呼ばれる標高500メートルから7,000メートルの山岳
地帯では、いまだに栄養改善の取り組みが必要な状況です。ここで
の主な問題は、必要な摂取カロリーの不足ではなく、炭水化物の摂
取過多による栄養バランスの偏りを原因とする栄養不足です。伝統
的にイモ類を好む食習慣が根強いことや、野菜が比較的高価である
ことが、その原因として考えられています。
　シエラで活動しているJICAの青年海外協力隊の職種は、野菜栽
培、地域コミュニティ開発、家政・生活改善などさまざまですが、活動
の一環として栄養改善にも取り組んでいます。その中でも、カハマル
カ州サン・ミゲル郡とサン・パブロ郡では、青年海外協力隊と、2011
年から昨年まで実施していた技術協力プロジェクト「カハマルカ州小
規模農家生計向上プロジェクト」が連携を図り、お互いの計画を補完
しています。青年海外協力隊の隊員は、プロジェクトで結成された現
地の農民組織から学校菜園の整備と管理について学び、それを地元
の学校で実施する一方、栄養改善などの面で農民組織を支援してい
ます。プロジェクト終了後も、学校に対する農民組織からの支援は続
いており、学校菜園によって、高価な野菜類を購入できない学校での
給食メニューの改善につながりつつあります。

（在ペルー日本国大使館 二等書記官 山﨑将志）

A1.

　栄養改善には分野間の連携が欠かせません。母乳
育児の推進といった保健分野の介入はもちろん、水分
野の介入によってきれいな水を飲めるようになると、
下痢が少なくなり、栄養失調の改善につながります。
他にも、野菜や穀物を効果的に育てる農業分野、栄養
教育や学校給食といった教育分野など、さまざまな分
野の介入を組み合わせて成り立っています。
　また、政府だけが取り組むのではなく、民間企業、
NGO、学術研究団体などの関係機関との連携も重要
です。昨年９月には、こうした関係機関を巻き込んだ
「栄養改善事業推進プラットフォーム」が立ち上がりま
した。これは、官民連携で栄養改善を推進しようとい
う日本政府の「健康・医療戦略」の記述に基づき設立
されたもので、昨年末時点で約30の企業や団体が加

具体的にどんな取り組みを進め    ているの？

Q1.

が伝わっていきます。また、栄養改善によって、病
気や死亡のリスクの軽減にもつながります。
　栄養改善は、開発途上国だけの課題として捉え
られがちですが、ビタミン、ミネラルといった微量
栄養素不足、それに過体重や肥満は先進国にとっ
ても無縁ではなく、国際社会全体で取り組む必要
があります。こうした中、2015年に採択された持続
可能な開発目標（SDGs）に、栄養改善が一つのゴ
ールとして掲げられたことは大きな進歩です。日本
は、Ｇ7伊勢志摩サミットや第６回アフリカ開発会
議（TICAD Ⅵ）などでも、栄養改善を重要な課題と
して取り上げました。

　日本には第二次世界大戦後の栄養不良を乗り越
えてきた経験があり、長年にわたって栄養改善に取
り組んできた政府や企業、団体には、その知見が蓄
積されています。例えば、栄養士・管理栄養士制度
や学校給食制度、政府の国民健康・栄養調査は、あ
らゆる国に存在しているわけではありません。栄養
士や管理栄養士が学校や病院で栄養管理や食事指
導を行ったり、全国で17万人もの食生活改善推進
員がボランティアとして地域住民に食を通じた健康
づくりを指導したりと、日本にはさまざまな栄養改
善の取り組みがあります。こうした日本の知見を最
大限に生かしながら、栄養改善を推進していく必要

栄養改善における日本の強みとは？

入しています。
　プラットフォームの目標は、それぞれの経験や知見を持
ち寄り、途上国における栄養改善のビジネスモデルを構
築すること。日本政府としては、各国政府への働き掛けや
ニーズ調査などの面で活動を支援しています。現在はイ
ンドネシアで、工場などの職場での栄養改善を目指すプ
ロジェクトの実施が検討されており、各企業が持つ知見で
何ができるのかを協議している段階です。今後は、食品関
連企業だけでなく、物流やIT業界なども巻き込みながら、
活動の幅を広げていきたいと思っています。
　この他、昨年はアフリカでの栄養改善を加速するため
の「食と栄養のアフリカ・イニシアチブ（IFNA）」をJICAが
中心となり立ち上げるなど、日本主導の栄養改善の取り
組みが本格的に動き始めています。

があると考えています。
　一方で、日本と途上国が置かれている状況には
異なる部分もあります。相手国政府の方針を尊重す
ることはもちろん、
食材には宗教や文
化上の制約も存在
するため、各国の
事情に沿った支援
を行うことが重要
なのです。

A2.

Q2.

A3.

Q3.

ペルー山岳部の
学校給食の改善

学校菜園で採れた野菜（提供：仲尾望）

Me�age from Peru

1
世代を超えた健康の

ためにも

栄養改善は大切

2
日本はさまざまな分

野を横断し、

官民連携で栄養改
善に取り組んでいる

3
戦後の栄養不良を

乗り越えた

経験こそが日本の強
み

ブラジルの社会福祉施設の給食室で働く職
員と日系社会シニアボランティア
（撮影：渋谷敦志）

「栄養改善事業推進プラットフォーム」の発足セミナー。関心
を有する民間企業、大学、NGOなどから多くの人たちが参加
した

テーマ

栄養改善
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遼寧省の寛甸満族自治県。レールはさび
付いて雑草や雪に埋もれているが、北朝
鮮に通じる鉄橋までつながっている

幻 の 国 際 鉄 橋 China
［中国］

写真・文＝小竹 直人（写真家）

地球ギャラリー vol.101

地球ギャラリー vol.101

　
と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
道
は
急
き
ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
橋
が
空
爆
さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
あ
っ
た
。
丹
東
を
表
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
上
河
口
は
裏

ル
ー
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
。
兵
員
物
資
輸
送
に
活
用
さ
れ

た
鉄
橋
も
１
９
５
３
年
の
休
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
１
９
５
６
年
頃
ま
で
列
車
の
往
来
が
あ
っ
た
が
、
以

降
60
年
間
こ
の
橋
を
渡
っ
た
列
車
は
１
本
た
り
と
も
な
い
。

　
鉄
橋
に
向
か
う
さ
び
た
レ
ー
ル
の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
鉄
道
好
き
の
儚
す
ぎ
る
希
望
か
も
し
れ
な
い
が
。

小
竹 

直
人 

（
こ
た
け 

な
お
と
）

１
９
６
９
年
新
潟
市
生
ま
れ
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
樋
口
健
二
氏
に
師
事
。１
９
９
０
年
よ
り
中
国
取
材

を
始
め
る
。中
国
関
連
書
籍
を
多
数
執
筆
。主
な
著
書

に『
中
国
蒸
気
機
関
車
の
旅
』（
筑
摩
書
房
）や『
中
朝

鉄
路
写
真
紀
行
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）な
ど
。

f

g

お
う
り
ょ
く
こ
う

ゆ
う 

ぎ 

き
ょ
う

と
う
と
う

た
た
ず

じ
ょ
う 

か   

こ
う

かんてんりょうねい

　
遼
寧
省
丹
東
市
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
町
と
し
て
知

ら
れ
る
。
中
朝
の
国
境
を
成
す
鴨
緑
江
の
ほ
と
り
に
２
本

の
鉄
橋
が
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
い
ず
れ

も
か
つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
江
第
一
橋
梁
は
１
９
１
１
年
に
建
設

さ
れ
た
鉄
橋
で
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
初
め
て
結
ん
だ
国

際
鉄
橋
と
な
っ
た
。
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

「
断
橋
」
と
し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
残
す
。

　
丹
東
か
ら
国
境
沿
い
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
お
よ
そ
60

キ
ロ
。
滔
々
と
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
１
本
の
鉄
橋
が

佇
ん
で
い
た
。
辺
り
は
人
家
も
少
な
く
、
通
る
車
も
あ
ま

り
な
い
。
対
岸
は
北
朝
鮮
の
清
水
と
い
う
小
さ
な
町
で
、

中
国
側
と
同
様
に
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
い

く
つ
か
の
工
場
の
煙
突
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
統
治
時
代
の
も
の
で
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
上
河
口
鴨
緑
江
橋
は
１
９
４
０
年
に
当
時
世
界
最

大
級
を
誇
っ
た
水
豊
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ
た

鉄
道
橋
だ
。
朝
鮮
定
州
か
ら
清
水
、
国
境
を
渡
り
満
鉄
と

接
続
す
る
路
線
で
も
あ
っ
た
。
実
際
は
満
州
の
上
河
口
止

ま
り
で
列
車
が
運
行
さ
れ
、
ダ
ム
が
完
成
し
た
１
９
４
４

年
に
な
る
と
い
っ
た
ん
列
車
の
運
行
が
中
止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
で
、
満
鉄
側
の
接
続
線
の

工
事
が
頓
挫
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
道
床
や
ト
ン
ネ
ル

は
完
成
し
て
い
た
が
、
全
て
の
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
、
幻
の

国
際
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日本統治時代の鴨緑江
第２橋梁は1990年に中
朝友誼橋と改名された
集落の片隅に放置された
ままのコンクリート橋梁。
満鉄の野望はここで途切
れた

a.

b.

朝鮮戦争で破壊された鴨緑江第１橋梁。北朝鮮側は橋脚部分だけが残る
上河口鴨緑江橋は全長673.4メートル。中国管轄部分にトラスが架けられている

c.
d.

a

b

c

d

「
国
境
鉄
路
」

〜
日
本
が
中
朝
国
境
に
遺
し
た
7
本
の
鉄
道
橋
〜

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
京

　2
0
1
7
年
1
月
30
日（
月
）〜
2
月
8
日（
水
）、

　11
〜
19
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　2
月
2
日（
木
）休
館
。入
場
無
料
。

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
阪 

　2
0
1
7
年
2
月
17
日（
金
）〜
23
日（
木
）、

　10
〜
18
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　日
曜
・
祝
日
休
館
。入
場
無
料
。
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よ
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な

地球ギャラリー vol.101

た
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と
う

り
ょ
う
ね
い

e

高さのある窓が印象的な駅舎は、ロシア人が設計した
庭の片隅に鉄路局のマークが篆刻された石票が今も
置かれていた
老夫婦が暮らす、かつての駅舎の壁には文革時代に
書かれたスローガンが今も残されている

e.
 f .

g.

楊さんは脳梗塞を患い言葉が
少し不自由になってしまった
が、妻の菊さんが代わりに答え
てくれた
上河口に通じるこの短いトンネ
ルは、1956年以降、国際鉄
橋と同様に休眠状態となった
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と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
道
は
急
き
ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
橋
が
空
爆
さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
あ
っ
た
。
丹
東
を
表
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
上
河
口
は
裏

ル
ー
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
。
兵
員
物
資
輸
送
に
活
用
さ
れ

た
鉄
橋
も
１
９
５
３
年
の
休
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
１
９
５
６
年
頃
ま
で
列
車
の
往
来
が
あ
っ
た
が
、
以

降
60
年
間
こ
の
橋
を
渡
っ
た
列
車
は
１
本
た
り
と
も
な
い
。

　
鉄
橋
に
向
か
う
さ
び
た
レ
ー
ル
の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
鉄
道
好
き
の
儚
す
ぎ
る
希
望
か
も
し
れ
な
い
が
。

小
竹 

直
人 

（
こ
た
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な
お
と
）
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９
６
９
年
新
潟
市
生
ま
れ
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
樋
口
健
二
氏
に
師
事
。１
９
９
０
年
よ
り
中
国
取
材

を
始
め
る
。中
国
関
連
書
籍
を
多
数
執
筆
。主
な
著
書

に『
中
国
蒸
気
機
関
車
の
旅
』（
筑
摩
書
房
）や『
中
朝

鉄
路
写
真
紀
行
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）な
ど
。
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丹
東
市
は
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北
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鮮
と
の
国
境
の
町
と
し
て
知
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れ
る
。
中
朝
の
国
境
を
成
す
鴨
緑
江
の
ほ
と
り
に
２
本

の
鉄
橋
が
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
い
ず
れ

も
か
つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
江
第
一
橋
梁
は
１
９
１
１
年
に
建
設

さ
れ
た
鉄
橋
で
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
初
め
て
結
ん
だ
国

際
鉄
橋
と
な
っ
た
。
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

「
断
橋
」
と
し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
残
す
。

　
丹
東
か
ら
国
境
沿
い
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
お
よ
そ
60

キ
ロ
。
滔
々
と
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
１
本
の
鉄
橋
が

佇
ん
で
い
た
。
辺
り
は
人
家
も
少
な
く
、
通
る
車
も
あ
ま

り
な
い
。
対
岸
は
北
朝
鮮
の
清
水
と
い
う
小
さ
な
町
で
、

中
国
側
と
同
様
に
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
い

く
つ
か
の
工
場
の
煙
突
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
統
治
時
代
の
も
の
で
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
上
河
口
鴨
緑
江
橋
は
１
９
４
０
年
に
当
時
世
界
最

大
級
を
誇
っ
た
水
豊
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ
た

鉄
道
橋
だ
。
朝
鮮
定
州
か
ら
清
水
、
国
境
を
渡
り
満
鉄
と

接
続
す
る
路
線
で
も
あ
っ
た
。
実
際
は
満
州
の
上
河
口
止

ま
り
で
列
車
が
運
行
さ
れ
、
ダ
ム
が
完
成
し
た
１
９
４
４

年
に
な
る
と
い
っ
た
ん
列
車
の
運
行
が
中
止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
で
、
満
鉄
側
の
接
続
線
の

工
事
が
頓
挫
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
道
床
や
ト
ン
ネ
ル

は
完
成
し
て
い
た
が
、
全
て
の
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
、
幻
の

国
際
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日本統治時代の鴨緑江
第２橋梁は1990年に中
朝友誼橋と改名された
集落の片隅に放置された
ままのコンクリート橋梁。
満鉄の野望はここで途切
れた
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朝鮮戦争で破壊された鴨緑江第１橋梁。北朝鮮側は橋脚部分だけが残る
上河口鴨緑江橋は全長673.4メートル。中国管轄部分にトラスが架けられている
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国
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道
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ラ
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ー
東
京
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1
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30
日（
月
）〜
2
月
8
日（
水
）、
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〜
19
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最
終
日
は
15
時
ま
で
）。
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月
2
日（
木
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館
。入
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無
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。
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高さのある窓が印象的な駅舎は、ロシア人が設計した
庭の片隅に鉄路局のマークが篆刻された石票が今も
置かれていた
老夫婦が暮らす、かつての駅舎の壁には文革時代に
書かれたスローガンが今も残されている
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楊さんは脳梗塞を患い言葉が
少し不自由になってしまった
が、妻の菊さんが代わりに答え
てくれた
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と
こ
ろ
が
、
新
中
国
が
建
国
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
で
、
未
完
の
国
際
鉄
道
は
急
き
ょ

兵
站
鉄
道
と
し
て
再
建
さ
れ
、
１
９
５
０
年
11
月
に
開
通

し
た
。
そ
れ
は
、
丹
東
の
鉄
橋
が
空
爆
さ
れ
た
直
後
の
事

で
も
あ
っ
た
。
丹
東
を
表
ル
ー
ト
と
す
れ
ば
、
上
河
口
は
裏

ル
ー
ト
的
な
も
の
だ
っ
た
。
兵
員
物
資
輸
送
に
活
用
さ
れ

た
鉄
橋
も
１
９
５
３
年
の
休
戦
に
よ
っ
て
そ
の
役
目
を
終

え
た
。
１
９
５
６
年
頃
ま
で
列
車
の
往
来
が
あ
っ
た
が
、
以

降
60
年
間
こ
の
橋
を
渡
っ
た
列
車
は
１
本
た
り
と
も
な
い
。

　
鉄
橋
に
向
か
う
さ
び
た
レ
ー
ル
の
傍
ら
に
、
一
軒
の
古

い
民
家
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
庭
で
は
家
畜
の
鶏
が
駆
け
回

り
、
軒
先
に
は
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
設
え
た
そ
の
家
は
、

駅
舎
を
思
わ
せ
る
佇
ま
い
。
そ
こ
に
は
、
と
も
に
１
９
３

１
年
生
ま
れ
の
老
夫
婦
が
暮
ら
し
て
い
た
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
主
人
の
楊
さ
ん
は
、
兵
站
鉄
道
と

し
て
再
開
さ
れ
た
１
９
５
０
年
当
時
の
駅
員
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
近
く
も
汽
車
の
来
る
こ
と
の
な
い
駅
で
駅

員
と
し
て
働
き
続
け
た
と
語
っ
て
く
れ
た
。
楊
さ
ん
の
自

宅
は
２
０
０
３
年
に
発
電
所
の
建
設
で
立
ち
退
き
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
か
つ
て
の
職
場
で
あ
っ
た
こ
の
駅
舎
に
移
住

し
た
と
い
う
。

　
な
ぜ
、
列
車
の
来
な
い
駅
に
駅
員
が
必
要
な
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
に
続
く
放
置
さ
れ
た
さ
び
た
レ
ー
ル
や
鉄
橋

は
、
今
な
お
〝
戦
備
〞
で
あ
る
か
ら
だ
。
鉄
橋
は
24
時
間

体
制
で
人
民
解
放
軍
の
監
視
下
に
あ
り
、
鉄
の
門
扉
で
固

く
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
門
扉
が
い
つ
開
か
れ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ

が
有
事
で
な
い
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
い
つ
か
列
車
に

乗
っ
て
こ
の
橋
を
渡
っ
て
み
た
い
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
鉄
道
好
き
の
儚
す
ぎ
る
希
望
か
も
し
れ
な
い
が
。

小
竹 

直
人 

（
こ
た
け 

な
お
と
）

１
９
６
９
年
新
潟
市
生
ま
れ
。フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
樋
口
健
二
氏
に
師
事
。１
９
９
０
年
よ
り
中
国
取
材

を
始
め
る
。中
国
関
連
書
籍
を
多
数
執
筆
。主
な
著
書

に『
中
国
蒸
気
機
関
車
の
旅
』（
筑
摩
書
房
）や『
中
朝

鉄
路
写
真
紀
行
』（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）な
ど
。

f

g

お
う
り
ょ
く
こ
う

ゆ
う 

ぎ 

き
ょ
う

と
う
と
う

た
た
ず

じ
ょ
う 

か   

こ
う

かんてんりょうねい

　
遼
寧
省
丹
東
市
は
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
町
と
し
て
知

ら
れ
る
。
中
朝
の
国
境
を
成
す
鴨
緑
江
の
ほ
と
り
に
２
本

の
鉄
橋
が
朝
鮮
半
島
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
る
。
い
ず
れ

も
か
つ
て
日
本
が
建
設
し
た
も
の
で
、
上
流
側
に
位
置
す

る
中
朝
友
誼
橋
は
１
９
４
３
年
に
建
設
さ
れ
た
、
道
路
と

鉄
道
の
併
用
橋
で
あ
り
、
今
な
お
中
朝
貿
易
の
大
動
脈
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　
も
う
１
本
の
鴨
緑
江
第
一
橋
梁
は
１
９
１
１
年
に
建
設

さ
れ
た
鉄
橋
で
、
朝
鮮
半
島
と
満
州
を
初
め
て
結
ん
だ
国

際
鉄
橋
と
な
っ
た
。
１
９
５
０
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の

「
断
橋
」
と
し
て
、
そ
の
姿
を
今
に
残
す
。

　
丹
東
か
ら
国
境
沿
い
に
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
お
よ
そ
60

キ
ロ
。
滔
々
と
流
れ
る
大
河
の
ほ
と
り
に
１
本
の
鉄
橋
が

佇
ん
で
い
た
。
辺
り
は
人
家
も
少
な
く
、
通
る
車
も
あ
ま

り
な
い
。
対
岸
は
北
朝
鮮
の
清
水
と
い
う
小
さ
な
町
で
、

中
国
側
と
同
様
に
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。
い

く
つ
か
の
工
場
の
煙
突
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の

日
本
統
治
時
代
の
も
の
で
、
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。

　
こ
の
上
河
口
鴨
緑
江
橋
は
１
９
４
０
年
に
当
時
世
界
最

大
級
を
誇
っ
た
水
豊
ダ
ム
の
建
設
に
伴
っ
て
架
け
ら
れ
た

鉄
道
橋
だ
。
朝
鮮
定
州
か
ら
清
水
、
国
境
を
渡
り
満
鉄
と

接
続
す
る
路
線
で
も
あ
っ
た
。
実
際
は
満
州
の
上
河
口
止

ま
り
で
列
車
が
運
行
さ
れ
、
ダ
ム
が
完
成
し
た
１
９
４
４

年
に
な
る
と
い
っ
た
ん
列
車
の
運
行
が
中
止
と
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
況
悪
化
で
、
満
鉄
側
の
接
続
線
の

工
事
が
頓
挫
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
道
床
や
ト
ン
ネ
ル

は
完
成
し
て
い
た
が
、
全
て
の
レ
ー
ル
を
敷
設
す
る
ま
で

に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
に
終
戦
を
迎
え
た
こ
と
で
、
幻
の

国
際
ル
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

日本統治時代の鴨緑江
第２橋梁は1990年に中
朝友誼橋と改名された
集落の片隅に放置された
ままのコンクリート橋梁。
満鉄の野望はここで途切
れた

a.

b.

朝鮮戦争で破壊された鴨緑江第１橋梁。北朝鮮側は橋脚部分だけが残る
上河口鴨緑江橋は全長673.4メートル。中国管轄部分にトラスが架けられている

c.
d.

a

b

c

d

「
国
境
鉄
路
」

〜
日
本
が
中
朝
国
境
に
遺
し
た
7
本
の
鉄
道
橋
〜

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
東
京

　2
0
1
7
年
1
月
30
日（
月
）〜
2
月
8
日（
水
）、

　11
〜
19
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　2
月
2
日（
木
）休
館
。入
場
無
料
。

●
オ
リ
ン
パ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
阪 

　2
0
1
7
年
2
月
17
日（
金
）〜
23
日（
木
）、

　10
〜
18
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）。

　日
曜
・
祝
日
休
館
。入
場
無
料
。

へい   

た
ん

よ
う

は
か
な

地球ギャラリー vol.101

た
ん 

と
う

り
ょ
う
ね
い

e

高さのある窓が印象的な駅舎は、ロシア人が設計した
庭の片隅に鉄路局のマークが篆刻された石票が今も
置かれていた
老夫婦が暮らす、かつての駅舎の壁には文革時代に
書かれたスローガンが今も残されている

e.
 f .

g.

楊さんは脳梗塞を患い言葉が
少し不自由になってしまった
が、妻の菊さんが代わりに答え
てくれた
上河口に通じるこの短いトンネ
ルは、1956年以降、国際鉄
橋と同様に休眠状態となった

h.

 

i .
てん こく

﹇ 

写
真
展
案
内 

﹈

h
i

中国

北朝鮮

丹東

上河口

鴨緑江



海外旅行の前に滞在先・連絡先などを「たびレジ」
に登録すると、渡航先の最新の安全情報がメール
で届き、緊急時には大使館・総領事館から連絡が
受けられます（３カ月以上の滞在の場合は在留届を
提出してください）。

＜海外における日本人の犯罪被害とその例＞

［窃盗被害の例］［強盗被害の例］

前を歩く女性がコインを落とし
たので、持っていたカバンを置
いて一緒に拾うのを手伝っ
た。拾い終えたコインを女性に
手渡した後、ふと気がつくと、
カバンが消えていた。

夜間に街を歩いていたら、3人
組の現地人に取り囲まれた。
金品の要求を拒否すると、サ
バイバルナイフで襲い掛かっ
てきた。腹部２カ所を刺されて
意識を失ったが、幸いジョギン
グ中の人に助けられた。

よくある犯罪手口を調べ、対策と心構えを。
知っているかいないかで、とっさの行動が
変わります。

夜間は危険が増すので、グループで行動す
るなど、注意を払う。

危険を感じたら、速やかにその場を立ち去
る。

万が一、強盗に遭遇した場合には、
絶対に抵抗せず、犯人の要求に従う。

「外務省海外安全ホームページ」で渡航先の安全情報をチェックしよう！

渡航の前には必ず「たびレジ」に登録しよう！

その 1

各国の詳しい安全情報をお知らせしています。

被害の　　　　  が金品を狙った犯罪です

2015年海外邦人援護統計より

強盗・強奪
257件

自分の手荷物からは目を離さない。

□

□□

□

□

気を付けて！！気を付けて！！

傷害・暴行 95件

その他 48件

テロ 3件
殺人14件

強姦・強制わいせつ 33件
脅迫・恐喝 53件

窃盗
3,834件

詐欺
382件

その1

その2

海外の旅行先で日本人が犯罪に巻き込まれる例が多発しています。
自分の安全を自分で守るために、まずは情報収集から始めましょう。

旅の安全は日頃の準備と想像力から！

たびレジ
QRコード登録はこちらから  → https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/

約95％

外務省からのお知らせ

確認はこちらから  → http://www.anzen.mofa.go.jp/

ごうかん
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新 着 情 報

『よこはま国際フォーラム2017』
国際協力・多文化共生に関わる団体が、多彩な講演会・報告会・
ワークショップなどを開催。豊富なテーマの中から、興味のある国や話
題を選んで自由に参加できることから、例年1,500人以上が集まる
人気のイベントだ。高校や学生団体から国際的なNGOに至まで、幅
広い団体が参加してお
り、取り上げる話題も国
内での多文化共生あり世
界各地の課題ありと多彩
だ。ギャラリーでは「ともに
生きる横浜、ともに創る世
界」展もあわせて開催さ
れる。

E  VENT

M  OVIE

会期：2017年2月4日（土）11：00～17：10、5日（日）11：00～19：20
参加費：［事前申込］ 1日券：500円／日
　　　 ［当日申込］ 1日券：700円／日　※高校生以下は無料
会場：JICA横浜（横浜市中区）
問い合わせ：（特活）横浜 NGO 連絡会
　　　　　　よこはま国際フォーラム2017プロジェクト事務局
TEL : 045-662-6350
E-mail：info@yokohama-c-plat.org

B  OOK

『ワールドシネマ・スタディーズ　
世界の「いま」を映画から考えよう』
見る人の心を躍らせる銀幕は、社会を映し出す鏡でもある。近年
の社会を鋭く描いた映画39本を選び、背景についての解説や
課題解決に向けた考察を添えて
紹介する本書は、映画を通して世
界の“いま”を旅するための格好の
ガイドブックだ。世界各地から集
まった映画が、国境、移民、ジェン
ダー、家族、多文化共生など、カメ
ラ越しに切り取られたさまざまな問
題を理解し、社会の在り方を考え
るためのヒントを提供してくれる。
映画好きもそうでない人も楽しめ
る１冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2016年／イタリア=フランス／114分
監督：ジャンフランコ・ロージ
公開：2月11日（土）よりBunkamuraル・シネマ（東京都渋谷区）ほか全国順次公開
URL：http://www.bitters.co.jp/umi/
配給：ビターズ・エンド

B  OOK

『マラス 暴力に支配される少年たち』
長年、中米のストリートチルドレンを取材し、NGO代表として支
援を続けてきた著者。近年、マラスと呼ばれる地元ギャングの暴
力を逃れてアメリカを目指す子どもたちが増えていることを知り、
その実情を取材するためにホン
ジュラスへと赴いた。かつてはマラ
スの一員として名をはせたが、神
に救いを求めて足抜けした青年た
ちと彼らを見守る支援者、追っ手
を逃れてメキシコやアメリカを目指
した少年たちなど、マラスの暴力に
直面してきた人々の目を通して中
米の苦悩を描き出す、第14回開
高健ノンフィクション賞受賞作。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

小長谷有紀／鈴木紀／旦匡子 編
勉誠出版
2,376円（税込）

工藤律子 著
集英社
1,944円（税込）

○c 21Unoproductions_Stemalentertainement_
LesFilmsdIci_ArteFranceCinéma

『海は燃えている ～イタリア最南端の小さな島～』
人口わずか5,500人、地中海に浮かぶイタリア最南端の島、ランペ
ドゥーサ島。近年はアフリカから船で地中海を渡る難民の目的地とな
り、島の人口をはるかに超える数の難民が押し寄せた。この島に住む
少年サムエレと、近海で発見された難民船のために奔走する沿岸警
備隊。島に到着して医師の診察を受け、収容施設で暮らす難民た
ち。そして旅の途中で命を
落とした幾多の人々の死
亡診断書を書く医師。小
さな島の日常を通して難
民問題を問いかける本作
品は、第66回ベルリン国
際映画祭グランプリを受
賞している。
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プレゼント付き

次号予告（2017年3月1日発行予定）

紛争・災害と女性
紛争や災害といった社会が混乱した状況下では、女性などの社会的弱者は
より大きな影響を受けるといわれています。どのような状況にあっても女性が
安心して生活し、活躍できる社会をつくるには何が必要なのか。３月８日の
「国際女性の日」を前に、直面する問題や近年の取り組みをお伝えします。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ジュースパック製品
② 書籍『マラス 暴力に支配される少年たち』 （p37参照）
③ 書籍『ワールドシネマ・スタディーズ 
　  世界の「いま」を映画から考えよう』 （p37参照）

﹇
11
月
号 
特
集
「
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
読
ん
で
﹈

■
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
い
う
概
念
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

現
地
に
合
う
形
で
そ
の
土
地
の
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

は
、
大
き
な
責
任
を
伴
う
活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
表
紙
の

写
真
に
使
わ
れ
て
い
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ブ
ー
ル
で
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
が
気
に
な
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
（
広
島
県
／
20
代
／
女
性
）

■
地
球
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
話
を
読
ん
で
、

心
に
留
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
日
本
で
も
「
看

取
り
」
や
「
寄
り
添
う
医
療
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ウ
ガ
ン
ダ
に
は
そ
ん
な
人
間
の
終
わ
り
の
幸
せ
を
感
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
愛
知
県
／
60
代
／
女
性
）

﹇
12
月
号 

特
集
「
国
際
緊
急
援
助
隊
30
周
年
」
を
読
ん
で
﹈

■
国
際
緊
急
援
助
隊
の
仕
事
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
衛
隊
の
「
駆
け
つ
け
警
護
」
な
ど
、
平
和
と
安

全
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
し
ま
う
今
日
で
す
が
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
国
へ
の
援
助
に
、
日
本
の
力
を
使
っ
て
ほ
し
い

と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
神
奈
川
県
／
30
代
／
女
性
）

■
ネ
パ
ー
ル
地
震
で
の
活
動
の
大
変
さ
や
被
災
後
の
状
況
な

ど
を
、
実
際
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
の
方
々
の
声
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。〝
被
災
国
に
寄
り
添

う
支
援
〞
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
根
県
／
30
代
／
女
性
）

1

み

と

2

3
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“ごみ”がポップな商品に生まれ変わった！

©Yuki Asada

　フィリピンから届いたカラフルなバッグ
や財布とペンケース。実はこれ、廃棄さ
れたジュースパックでできている。作り
手は、同国イロイロ市郊外のごみ投棄場
でごみ拾いをして生計を立ててきた人々
だ。投棄場の管理主体であるイロイロ市
公共サービス局の後押しで誕生した住
民組織「UCLA」が、ごみ拾いではない
新しい生計手段として10年前に始めた
裁縫プロジェクトによって、これらのジュ
ースパック製品が生産されている。
　「ジュースパックを一つ一つ洗って、乾
かして、縫い合わせてっていう作業は大
変なのよ。だけどうまくできたときは“や
ったね！”という気持ちになるわ」と、
UCLAのメンバーは話す。
　UCLAに対して多様な支援を行ってい

るのは、フィリピンを拠点に活動する
NGOの「LOOB」と、それを日本で支える
「特定非営利活動法人LOOB JAPAN」
だ。LOOBは現地での技術支援やＵＣＬ
Ａメンバーの子どもたちへの教育支援に
加え、毎月一定額のジュースパック製品
を買い取り、LOOB JAPANがそれを日
本で販売している。プロジェクト開始当
初3,500ペソ（約8,200円）だった買い取
り額が今では10倍に増え、メンバーの子
どもたちは学校へ行けるようになった。
　「もともとジュースが入っていたので、
耐水性や強度は抜群です」とLOOBＪＡ
ＰＡＮ代表の小林幸恵さん。「今後は、素
材回収から縫製までのノウハウを別の地
域で生かしたいんです」。貧困のスパイ
ラルを断ち切るための挑戦は続く。

製品作りに精を出すUCLAの女性。裁縫プロジェクトに
よって収入を得て、ごみ拾いの生活から脱却した

M
O
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 m
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n

d
i

Ph
ilippines

February

2017. NO.100

★

★

ジュースパック製品を３人にプレゼント！
→詳細は38ページへ

フィリピン

ロ  オ  ブ

商品はアースデイ東京、グローバルフェスタ
JAPAN、アースデイ神戸、ワン・ワールド・フェスティ
バルなどのイベントの他、以下のオンラインショップ
からも購入できます。http://loobinc.cart.fc2.com/

イロイロ市
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　ある日、私のもとにニューヨーク国
連本部から１通のファックスが届きまし
た。開発途上国の援助機関である国
連開発計画（UNDP）の親善大使を引
き受けてほしいという依頼でした。そ
れまで、政府開発援助（ODA）の広報
番組でリポーターを務めたことがある
以外には、国際協力との接点がなかっ
た私でしたが、「私でも役に立てるの
ならば」と、貴重な機会に感謝し、引き
受けることを決めました。
　1998年の親善大使就任後、最初に
訪れたのはカンボジアです。渡航前は
地雷のイメージから不安が大きかった
のですが、現地ではどこへ行っても地
域の人が熱烈に歓迎してくれました。
そうした喜びがある一方、実際に地雷
対策センターを訪れたり、人身売買の
現状を知ったりするにつれ、“ニュース
で聞いていた問題は、本当に今、同じ
地球上で起きているのだ”という当た
り前の事実が胸に迫ってきたことも覚
えています。
　パレスチナでは、日本の無償資金協

力で建設された病院を視察しました。
すると、現地の方が「病院を建ててくれ
てありがとう」と私にお礼を言ってきた
のです。支援に携わったわけではない
私はどう答えたらよいか戸惑ってしま
い、親善大使としての責任の重さを改
めて痛感したのでした。国内ではODA
が批判的に報道されることが少なくあ
りませんが、日本の支援は現地の市民
まで届き、社会の発展に貢献している、
そう実感した瞬間でもあります。
　途上国を公式訪問する際は、さまざ
まな方にお会いしますが、親善大使に
就任してから20年近くたつ今でも、と
ても緊張し、大きなプレッシャーを感じ
ます。国を支える政府関係者や、HIV/
エイズで両親を亡くした孤児、不便な
環境下で一途に活動を続けるJICAの
青年海外協力隊など、あらゆる方と話
して感じたことを、背伸びをせず、自分
の言葉で伝えることが私の役目です。
恵まれた日本にいる私たちだからこ
そ、誰かのためにできることがあるは
ず。そうした自分の思いや開発援助に

ついて知ってもらうため、全国各地の
学校や自治体から依頼を受けて、講演
活動も行っています。
　親善大使としての活動を通じて、日
本での何気ない生活にありがたみを感
じるようになりました。朝、何事もなく
目が覚めて平和な一日を過ごせるこ
と、一緒にご飯を食べる人がいるこ
と、スイッチ一つで電気がつくこと、挙
げればきりがありません。幸せとは何
だろう――。命や明日の暮らしを心配
することなく、そう問えること自体が、
恵まれている証拠なのかもしれません。
　私たちは限られた時間を生きていま
す。自分の時間を他の誰かのために少
し使ってみる、そんな仲間を増やしてい
けたらと思っています。

私の あなたの時間を誰かのために

俳優、UNDP親善大使   紺野 美沙子

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

KONNO Misako

PROFILE 
東京生まれ。俳優として、テレビ・映画・舞台で活躍す
る一方、1998年に国連開発計画（UNDP）親善大
使に任命され、これまでに10の国と地域を訪問。日本
各地で講演会を開き、開発途上国の現状などを伝え
ている。著書に、親善大使として訪れた国についてつ
づった『ラララ親善大使』（小学館刊）がある。写真
は、昨年８月のケニア視察の様子。

○c UNDP Tokyo／YukikoAbe


